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図版23
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儡彬蟷 咆隕鰺笏蜀飩鰊

第 1節 遺跡の立地と環境

前畑遺跡は、都城市丸谷町字前畑に所在する。東流する丸谷川が北に流れを変える部分、左

岸低位段丘上に立地する。丸谷川の7L濫や後世の削平により、調査時は独立 した小高い島状の

地形となっていたが、本来は約30m離れた段丘縁につながっていたものと思われる。周囲は水

田として利用されていたが、遺跡部分は館の伝承地であったため削平を免れたものと思われる。

水田面 との比高差は 3～ 5mで、栗園として利用されていた。

前畑遺跡の隣接地は、県道改良に伴い県教育委員会が平成 5～ 6年度に調査 を行った山ノ田

第 1遺跡である。弥生時代終末から古墳時代初頭の住居群が検出されている。 また、本書に掲

載 している中大五郎第 1。 第 2遺跡、河川改良に伴い県教育委員会が平成 2年度に調査 した下

大五郎遺跡など、弥生時代各時期の遺跡が前畑遺跡周辺に点在 していることが明らかになって

きている。

古代～中世の遺跡も一連のほ場整備事業で確認されてきた。平成 6年度に報告書が刊行 され

た上大五郎遺跡では中世の館跡がその全容を現 した。本書掲載の本池遺跡では、平安時代の遺

構 。遺物を検出している。後に都城盆地の政治的統一を達成する北郷氏の居館および北郷300町

は、市北東部、山田町、高崎町付近に存在 した可能性が高いとされている。前畑遺跡において

も、中世の遺構、遺物が検出された。前畑遺跡の位置付けは、丸谷地区遺跡群全体の流れの中

で読み込む必要があろう。

第 2節 調査の概要

1.調査の経過

調査対象面積は約4,000ぽ である。調査にあたり、国土座標に合わせた10mグ リッドを設定 し

た。重機により表土の除去を行ったが、表土は薄 く、遺物包含層である黒色土が約30cmの厚 さ

で良好に残存 していた。黒色土中での遺構検出は困難であり、時間的制約 もあ り上むを得ず黒

色土を掘 り下げ御池ボラ上面で遺構確認を行った。精査の結果、方形や円形の黒色土の落ち込

みが多数確認され、遺物の出土状況等から竪穴住居跡であることが予想 された。遺物の取 り上

げや調査の進行を考慮 し遺構番号を付 したが、完全にプランが確定 していないものに対
‐
しても

黒色上の落ち込みや遺物の集中が見 られる箇所には仮番号を付 した。そのため、調査の進展に

伴い住居跡ではないことが確認されたものにも遺構番号が付 き、若干の遺物が残ることとなっ

た。整理作業の段階で遺構番号の再付 も検討 したが、大量の遺物整理に混乱 を生 じる恐れがあ

ること、御池ボラ層に達 しない深さの遺構が存在 した可能性を完全には比定 し得ないことなど

から、あえて番号の変更は行わないこととした。

調査の結果、縄文時代の土坑 1基、弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての竪穴住居跡26

基、土坑 1基、中世の竪穴状遺構 4基、土坑 7基、道路状遺構 2条、近世の上墳墓数基、溝状

遺構 2条、多数のビットが検出された。遺物は、弥生土器、土師器、陶磁器、石器、銭貨等が
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出土 した。

検出した遺構のうち竪穴住居跡、土坑 (遺物を出土 したもののみ)、 竪穴状遺構については20

分の 1で実測を行った。道路状遺構 (大溝)は 、50分の 1で平板にて実測を行 った。その他の

遺構および遺構分布図については、空中写真潰1量 を行い、個別遺構の写真撮影の後調査 を終了

した。

2.基本層序

前畑遺跡の基本層序は、丸谷地区遺跡群の他の遺跡のそれと大きく変わらない。栗園 として

利用されていたため、部分的な攪乱は見 られるものの、耕作は比較的浅 く止 まうてお り表土は

薄い。御池ボラ層は、遺跡周辺では 3～ 4mの厚さで堆積 している。表土 と御池ボラの間には

軟質の黒色土が堆積 しており、縄文時代後期以降の遺物包含層 となっている。他遺跡では約50

cmの厚みが見 られたが、前畑遺跡では約30cmの 堆積が見られた。黒色土 と御池ボラ層の間には

約10cmの 漸移層が見 られる。

第 3節 弥生時代の遺構 と遺物

竪穴住居跡

SA2・ 4(第 2図 )

SA2は 、一辺4.40mの方形プランである。南東コーナーにS C18が切 り合 う。床面は御池

ボラ層で貼 り床は見 られない。検出面からの深さは約20cmと 浅 く、主柱穴は 4基である。床面

中央に浅い落ち込みが見 られ、炭化物を含んだ埋土が見 られた。遺物は、破片であるが床面密

着の状態で出土 している (第 4図 3～ 7)。 3は高杯の杯部から脚部である。接合は、杯部裏倶1

の粘土瘤を脚に差 し込んでいる。杯部、脚部ともに縦方向のミガキが顕著である。 4は高杯の

杯部である。内外面ともにミガキが顕著で、日縁部はほぼ水平に開く。 5は 高杯の杯部で、杯

底部との境に明瞭な稜を持ち、外反 しながら口縁部へと延びる。 6は器台の脚部である。裾は

あまり開かない。 7は手づ くねのミニチュア土器である。

SA4は 、方形基調の花弁状住居である。長軸8.2m、 短軸7.21111で 中央部の床面は方形に段落

ちする。張出部は全周に8カ 所見 られるが、検出面からの深さが非常に浅 く、間仕切 り壁が不

明瞭な部分も見 られた。主柱穴は 4基であるが、各張出部に数基のビットが見 られ、補助的な

柱が想定される。西壁中央の張出部には方形の落ち込みが見 られる。床面には若干の炭化材が

検出された。床面に貼 り床は見 られないものの、黒色土の滲んだ御池ボラが硬化 していた。若

干の上器類が床面近 くから出土 している (第 4図 8～ 14)。 8は小型の甕である。脚台状の底部

はやや上げ底気味である。日径 と胴部最大径がほぼ等 しい。 9は複合口縁の壺である。内傾す

る拡張部に櫛描波状文が施される。10。 11は高杯の脚部である。10は 大 きく開き、円形透か し

を4方向に持つ。11は 円柱状の脚で、円形の透かしが 1箇所確認された。縦方向の ミガキが顕

著である。12は鉢である。底部は平坦面が殆ど見 られず、九底 となる。13・ 14は 手づ くねの ミ

ニチュア土器である。指頭痕が明瞭に残る。

SA5(第 3図 )
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第 3図  SA5実 漁1図 (S=1/80)

SA5は 、調査区西端に検出されたが、北側が崖面で遺構の一部が崩壊 している。一辺約 6

mの方形プランで、南恨1と 東倶1の床面がベッド状に一段高い。主柱穴は 2基で、プランの中央

よりやや東寄 りの位置に見 られた。貼 り床は見 られなかったが、部分的に硬化 した箇所が確認

された。床面中央と南壁際に方形の掘 り込みが見られ、完形土器が数点見 られた。焼土等は確

認されなかった。多 くの上器が床面近 くから出土 している (第 4図 15～ 17、 第 5図 )。 15～ 17は

甕である。15は 、頸部に 1条の亥Jみ 目突帯を持ち、緩やかに外反しなが ら延びる口縁部 と僅か

に肩の張る胴部を持つ。底部は平底であるが、平坦面は小 さい。胴部最大径は胴上部にあ り、

日径がやや上回る。16は胴張 りせず、口径が最大径 となる。国縁部は外傾 し、頸部は締 まらず

そのまま胴部へと続 く。17は小型の甕で、緩やかに屈曲する頸部は稜 を持たない。日径が胴部

最大径をやや上回る。底部は平底である。18は壷で、肩が強 く張る胴部に、外反 し大 きく開 く

口縁部を持つ。底部は、やや尖底気味の丸底である。器面調整はハケロである。 19。 20は 平底

の壺底部である。19は指によるナデ痕が顕著である。21～ 25は 、小型壷である。乳房状の底部

を持ち、日縁部は外傾 し直線的に延びる。いわゆる小型丸底壷の影響下に成立 した土器形式で

あろうと思われる。25は 、底部のボタン状突起を横に貫 く径 2 mm程 の穿孔が見 られる。器面調
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整はミガキあるいは丁寧なナデである。26～ 30は 高杯である。26は 、半球形の杯部に裾広が り

の脚部が付く。脚部は縦方向のミガキ、杯部はナデ調整である。27は 、内面に屈曲の段を有す

る。28は 、小型の高杯脚部である。29は 、伏鉢形の高杯脚部である。30は 、大型の高杯脚部で

ある。円柱状の脚部に大きく開く裾部が付くものと思われ、境に円形の透かしが見られる。外

面に縦方向のミガキ、内面に指頭痕が見られる。31は器台である。器受部、裾部ともに大きく

外半し開く。器受部径、裾部径がほぼ等しい。外面はナデ、内面は指ナデである。32～ 38は 鉢

である。32と 33は 、円盤状の底部を持つ。35。 36は 丸みのある半球形のプロポーションである。

37・ 38は外傾する国縁外面に櫛描波状文を持つ。39～ 42は 手づ くねのミニチュア土器である。

指頭痕は明瞭に残る。

SA6・ SA7(第 6図 )

SA6は、一辺 7mの方形基調プランである。北側及び東側は外に張 り出し、床面はベッド

状に高まっており、プランの拡張の可能性も指摘される。主柱穴は4基で、床面には御池ボラ

と黒色土の混土が硬化した状態で約 5 cmの 厚みで見られた。西壁際には方形の土坑が見られ、

完形の器台が出土している。他に若干の土器類が床面近くで出土している。 (第 8図 43～ 50)。

43は小型の甕の口縁部である。日縁部下に断面三角形の突帯が見られる。44・ 45は 甕の底部で、

45は僅かに上げ底となる。46は 小型壺で、いわゆる小型丸底壺の影響を受けたものである。外

器面はミガキが顕著である。47は 、円柱状の高杯脚部で、縦方向のミガキが顕著である。円形

透かしが見られる。48は 住居内の方形土坑から出土した器台である。器受部、裾部ともに大 き

く外半し開く。器受部内面は丁寧なナデ、外面はハケロ調整である。脚部にはミガキが施され、

円形の透かしが 8カ 所に見られる。49は 鉢である。外器面はミガキが施される。平底であるが、

平坦面は小さく丸底に近い。50は遺構検出面から出土した打製石器である。頁岩製で、偏平な

剥片の両縁に細かな加工痕が見られる。先端部は僅かに欠損しているものと思われる。石錐的

な機能が想定される。

SA7は 、SA6の南側に接して検出された。 2軒 ともに検出面からの深さが非常に浅 く、

埋土に明瞭な差が見られなかったものの、御池ボラの含まれる比率の僅かな差から、 SA7が

先行するものと半J断 された。径6.6mの円形プランで、床面中央部は一辺2.4mの 方形に段落ちし

ている。主柱穴は4基で、方形の段落ちの四隅に位置する。床面には明確な貼 り床は見られな

かったものの、黒色上の若干滲んだ御池ボラ層が硬化している箇所が認められた。焼土等は確

認されなかった。床面に密着する状態で土器が出上している (第 8図 51～ 62)。 51は 、甕の底部

である。若千の上げ底となり、外に張 り出す。52は 、平底の壺底部である。器面は内外面とも

にナデである。53は器台で、器受部、裾部ともに大きく外半し開く。器受部径、裾部径がほぼ

等しい。外器面および器受部内面はミガキが施される。脚部には略円形の透かしが 4方 に見 ら

れる。54は平底の鉢である。内外面ともに丁寧なナデ調整である。55・ 56は 底部から直線的に

立ち上がる鉢である。55は 、薄手の器壁に丁寧なミガキが見られ、El縁部には 5条 の櫛状工具

による連続刺突文が施される。56は 、薄手の器壁に丁寧なナデ調整が見 られる。57は ミニチュ

ア土器である。平底の壺形となり、外器面はミガキが施される。58～ 61は 、手づくねのミニチュ
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ア土器である。58は 高杯形である。指頭痕が明瞭に残る。62は土錘である。

SA8(第 7図 )

SA8は、方形基調の花弁状住居である。長軸約7.8m、 短軸約6.4mで、主柱穴は2基である。

南、北、西の三方にベッド状の高まりが見られ、間仕切り突出壁を3カ 所に持つ。床面に貼 り

床は見られなかった。焼土等は見られなかったものの、主柱穴間に見られた楕円形の落ち込み

に若千の炭化物粒が認められた。方形を基調とするプランであるが、 2本柱の柱穴配置と若干

のズレが見られる。床面上で若干の土器が出土している (第 8図 63～ 69、 第11図70～ 72)。 63～

66は 、小型の甕である。63は比較的丸みを持った胴部である。64の 底部はやや上げ底気味で、

指による強いナデが見られる。65は 、高台状の底部を持つ。66は 、上げ底の底部で、強 く外に

張り出す。67は 、複合口縁壺の口縁部である。内傾する拡張部には櫛描波状文が施される。68

は、やや肩張りする丸底の壺である。外器面は丁寧にミガキが行われる。69は 、壷底部である。

丸みを持つ胴部に円盤状の底部が付く。70は 、高不の杯部である。明瞭な稜を持つ屈曲部から、

大きく外反する園縁部が見られる。71は 、器台の脚部である。「ハ」字形に開く直線的な脚部

で、円形の透かしを持つ。72は 、手づくねのミニチュア土器である。

SA9(第 9図 )

SA'9は、一辺7.4mの方形プランである。南東コーナーがやや乱れており、多少歪なプラン

となる。床面中央部に長方形の段落ちが見られ、その四隅に主柱穴を持つ。貼 り床は見られず、

焼土も確認されていない。床面密着で上器が出土している (第 11図 73～ 84)。 73～ 75は 甕で、73

は胴張 りせず、僅かに外傾する直線的な口縁部を持つ。74。 75は 、刻み目突帯を持つ直線的な

口縁である。76は 、尖底気味の壷底部である。77は 、器台の器受部である。上方に折 り返され

た日縁部には、櫛描波状文が施される。78・ 79は 、大 きく開く高杯脚裾部である。80～ 82は 、

鉢である。80は 尖底気味で、砲弾形となる。81は 、内湾する口縁部外面に櫛描波状文が施され

る。82は 、器壁が厚 くやや大型の鉢である。83・ 84は 、手づくねのミニチュア土器である。

第11図 85。 86は 、S A10の 仮番号を付 した位置から出土している。 SA9の南東コーナーに

接する位置で黒色土の落ち込みが見られたが、攪乱によリプランを把握 し難 く、住居跡と認定

し得なかった。85は 、小型の甕底部である。86は 、球形の胴部と僅かに立ち上がる口縁部を持

つ無頸壺である。風化が著しく器面調整は不明である。

S Al10 S A12(第 10図 )

S Allと S A12は 切 り合った状態で検出された。ともに方形基調の花弁状住居で、検出面か

らの深さが浅く切 り合いの前後関係は不明である。

S Allは 長軸7.4mで、床面中央は4.2× 3.8mの方形に段落ちし、周囲の張 り出し部はベッド

状となる。主柱穴は4基で中央部に長方形の土坑を持つ。床面は、明瞭な貼 り床ではないもの

の、黒色土の滲んだ御池ボラが硬化していた。焼土は確認されていない。床面から多数の土器

片が出土している (第 11図 87～ 95、 第12図 96～ 105)。 87は 、甕である。日径 と胴部最大径がほ

ぼ等しい。外器面に粗いナデ調整が見られる。88は 、小型の甕である。日縁部は指で外へ折 り

曲げることで成形されており、指頭痕が明瞭に残る。89は 甕で、口縁部下に指による押圧刻の

―-253-一



Ｅ

Φ
．Φ
∞
ｒ

ク／
々

．

136.6m

0            2m

第 9図  SA9実 浪1図 (S=1/80)

ある貼付突帯が見 られる。90は 長胴の壷である。曰縁部は短 く外反する。底部は平底で、粘土

塊を貼 りつけ肥厚させている。91は複合口縁の壺で、拡張部には櫛描波状文が施される。92は 、

複合口縁壺で、口縁部は短 く「く」字形に屈曲する頸部を持つ。93は 、 タマネギ形の胴部を持

つ壷で、器壁は薄く丁寧にミガキが施される。底部は、平坦面の小さな平底となる。94は 円盤

状の底部を持つ壺で、若千の上げ底気味になる。指頭痕が明瞭である。95は 大型の壺で平底で

ある。97は 、高杯の脚裾部である。伏鉢形で内外面ともにミガキが見られる。円形の透かしが

見られる。98は 、高杯の杯部と脚部の接合部分である。杯底部の粘土塊を脚部に差 し込み、脚

部外面からも粘土を継ぎ足している。99は 高不脚部で、縦方向のミガキが顕著である。四方に

円形透かしを持つ。100～ 102は 鉢で、100。 101は やや内湾気味に直立する口縁である。底部は

若干の上げ底で外面に指頭痕が明瞭に残る。102は 大きく開き器高が低い。全体に作りが粗雑で、

日縁部も歪である。103～ 105は 手づくねのミニチュア土器である。
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S A12は 長軸7.2mで、底面中央は3.2× 2.6mの 方形に段落ちし、周囲の張 り出 し部はベ ッド

状となる。主柱穴は 4基で、床面の方形段落ちの四隅に位置する。床面は、明瞭な貼 り床では

ないものの、黒色上の滲んだ御池ボラが硬化 していた。焼土は確認されていない。床面から土

器片が出上 している (第 12図 106～ 116)。 106は 甕で、丸みを持つ胴部に屈曲の弱い頸部 と短 く

外傾する国縁部を持つ。器壁は全体に薄い。107は 、強い上げ底の甕底部である。108は 高台状

の底部を持つ。109は小型丸底壺の影響を受けている。外器面は丁寧にミガキが施 される。110

は肩部に 1条の刻目突帯を持つ壺である。111～ 113は 壺底部でいずれも平底である。丁寧なナ

デ調整である。114は小型の高杯で、裾広がりの脚部である。115は 、尖底気味の鉢である。116

は手づ くねのミニチュア土器である。

S A13(第 13図 )

S A13は 、5.5× 5.2mの 方形プランである。主柱穴は 4基で、床面に貼 り床は見 られず、御池

ボラの硬化 も顕著ではなかった。焼土 も確認されていない。検出面からの深 さは約20cmで、床

面近 くから完形の器台など土器が出上 している (第 15図 117～ 130)。 117～ 119は 鉢である。いず

れも平底である。117は 完形で、円盤状の底部を持つ。118は 底部を肥厚させている。120は 高杯

の脚部である。三方に円形の透かしを持つ。121～ 124は櫛描波状文が施される装飾器台である。

121・ 122は 上方に短 く延びる口縁帯外面に、123は 口縁部外面に、124は外反する口縁部内面に

見られる。125は 器受部が大 きく開く胴太の器台である。日径が底径を大きく上回る。三方に円

形透かしを持つ。内外面ともに丁寧なナデ調整である。126～ 129は 手づ くねの ミニチュア土器

である。指頭痕が明瞭に残る。130は 検出面に出土 した打製石鏃である。細身の二等辺三角形状

で基部がやや凹む。頁岩製。

S A14(第 14図 )

S A14は 、方形基調の花弁状住居である。北、西壁のみにベ ッド状の張 り出 し部を設ける。

床面は、明瞭な貼 り床ではないものの、黒色土の滲んだ御池ボラが硬化 していた。焼土は確認

されていない。主柱穴 はPl、 P2の 2基 と思われるが、北壁張 り出 し部のプランの歪み等 を

考慮すればP3～ P6の 4基あるいはP7・ P8を加えた 6基の可能性 も考えられる。方形プ

ランからの北、西側への拡張ととらえるならば、 2本柱から4本あるいは 6本柱への移行 とも

とらえられようか。床面近 くから土器が出土 している (第 15図 131～ 143、 第17図 144)。 131は 上

げ底気味の甕底部である。132は 外に張 り出し強い上げ底となる甕底部である。133は 壺の口縁

部である。134～ 136は小型丸底壺の影響を受けたものと思われる。134は 乳房状に突起を持ち、

136は 若千の平坦面を持つ。137は 、焼成前底部穿孔の壺である。 138・ 139は 高杯脚部である。

138は 円柱状の脚に伏鉢形の裾部が付 く。未貫通の円形透かしを四方に持つ。器壁は風化気味で

あるが縦方向のミガキ調整であろうと思われる。139は 杯部との接合面で剥離 している。杯底部

の粘土塊が差 し込まれるものと思われる。140は 器台である。楯形の透か しが見 られる。141は

底部が大きく、直立気味の体部をもつ鉢である。薄手の器壁には丁寧なミガキが施される。142

は平坦面の小さな平底の鉢である。143は 、手づくねのミニチュア土器である。指頭痕が明瞭に

残る。144は 両側に決 りを持つ石庖丁である。略長方形で、刃部はやや湾曲する。未貫通の穿孔
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が一カ所に見 られる。頁岩製。

S A15。 S A16(第 16図 )

S A15は 、円形基調の花弁状住居である。長径7.6m、 短径7.Omで、突出壁が 2箇所に見られ

る。床面中央には、不製円形の段落ちが見 られる。主柱穴は円形配置の 5基である。北、西壁

際には壁帯溝が検出されたが、全周はしていない。床面に貼 り床は見 られず、黒色上の若干混

じる御池ボラが硬化 していた。焼土は確認されていない。検出面からの深 さは20cm以下で、床

面近 くで土器が出土 している (第 17図 145～ 154)。 145は 甕で、明瞭な屈曲を見せる頸部に短 く

外傾する口縁を持つ。胴部中位に最大径を持ち、口径を上回る。器面調整は、内外面 ともにハ

ケロである。146は 外反する口縁部を持つ甕で、頸部のくびれは不明瞭である。器面調整は、内

外面ともにナデである。147は 「 く」字形の頸部を持つ壺で、日縁部は短 く外傾する。内外面 と

もにナデ調整である。148は 高杯で、内湾する杯底部に大 きく外反する口縁部を持ち、内外面に

明瞭な稜が見られる。器面は丁寧なミガキ調整である。149は 小型の高杯で、杯底部の粘土塊 を

脚部に差 し込み接合 している。150は 器壁が薄 く内湾 し半球形のプロポーションの鉢である。151

は小さな平底を持つ鉢である。152は平底の片口鉢で、底部から口縁部に直線的に延びる。器壁

は粗いナデ調整で、内面に指ナデが見 られる。153は 手づ くねのミニチュア土器である。指頭痕

が明瞭に残る。
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第14図  S A14実浪1図 (S=1/80)

S A16は 、長軸4.4m、 短軸3.8mの 長方形プランで、北側約 3分の 1の床面がベッド状に高ま

る。主柱穴はやや歪な配置となるが 4基であろうと思われる。床面には貼 り床は見 られず、御

池ボラの硬化等 も確認されなかった。床面からやや浮いた状態で若干の土器片が出土 した (第

18図 155～ 157)。 155は 甕で、底部は平底である。器面はハケロ調整である。 156・ 157は 高杯脚

部である。ともに縦方向のミガキが顕著である。156に は、未貫通の穿孔が見 られる。 157は 円

形の透かしが見 られる。

S A18。 S A19(第 19図 )

S A18は 、長軸3.25m、 短軸2.8mの方形プランで、壁帯溝が部分的に検出されている。主柱

穴は 2基で、床面中央に円形の土坑が見られる。床面は御池ボラの掘 り抜 きで、硬化面は確認

されなかった。焼土も見 られない。若干の遺物が床面からやや浮いた状態で出土 している (第

18図 158・ 159)。 158は 尖底の鉢である。器面にはハケロ調整が見られる。159は 砥石である。表

裏面 ともに擦痕が明瞭に見られる。砂岩製。
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S A19は 、一辺8.2mの 四方の方形基調の花弁状住居である。床面中央は5.0× 4.8mの 方形プ

ランで、全周に7カ 所の突出部が見 られる。主柱穴はPl～ P4の 4基 と思われるが、 P5。

P6を加えた 5基の可能性 もある。床面は、明瞭な貼 り床ではないものの、黒色上の滲んだ御

池ボラが硬化 していた。床面中央部には浅い土坑が見られ、若干の炭化物 を含む埋土が見 られ

た。床面近 くから土器が出土 している (第 18図 160～ 163)。 160は 甕である。ナデ調整の器面に

は厚 く煤が付着する。161は 壺胴部である。器面は丁寧なナデ調整で、内面には粘土の輪積痕が

観察される。162は 内湾 し球形のlllli部 を持つ無頸壺である。薄手の器壁外面にはミガキが見 られ

る。163は鉢である。斜め方向のナデ調整である。

S A20。 S A22(第 20図 )

S A20は 、長軸3.8m、 短軸3.5mの方形プランである。床面は御池ボラの掘 り抜 きで貼 り床は

見られず、硬化面 も確認されなかった。焼土は検出されていない。壁際には壁帯溝が検出され

ている。約20基のピットが検出されたが、いずれも浅いもので主柱穴の判断はつかなかった。

遺物はほとんど見 られず、小型の高杯片が 1点出土 したのみである (第 18図 164)。

S A22は 、一辺4.8m四方の方形プランである。床面は、明瞭な貼 り床ではないものの、黒色

上の滲んだ御池ボラが硬化 していた。焼土は確認されていない。主柱穴は 2基である。やや西

寄 りの位置に検出されたピットから完形の甕が出土 している。その他若千の上器が床面上から

出土 している (第 23図 168～ 173)。 168は 甕である。やや上げ底気味の底部に、張 りの弱い胴部、

指ナデにより外反させた口縁部を持つ。胴上部に見 られる最大径 と口径はほぼ等 しい。169。 170

は甕で、短 く外傾する口縁部を持つ。171は 高杯である。直線的な杯底部に外反する日縁部がつ

き、内外面に明瞭な稜を有する。器面は丁寧にミガキが施される。172は高杯脚部である。円柱

状の器面は風化気味であるが、ミガキあるいは丁寧なナデ調整であろうと思われる。173は 丸底

の鉢である。口縁部は直線的に延びる。器面にはハケロが明瞭であるが、外面には一部にミガ

キが見られる。

S A21。 S A42(第 21図 )

S A21は 、長軸4.Om、 短軸3.6mの方形プランである。床面には張 り床は見られず、御池ボラ

の掘 り抜きで、若干硬化 した部分が確認された。焼土は検出されていない。主柱穴は 2基で、

中心よりやや北寄 りに位置する。検出面からの深さは約20cmで、床面上か ら若干の土器片が出

土 している (第 18図 165～ 167)。 165は 甕で、頸部は稜 を持たず緩やかに S字状にカーブする。

器面調整はハケロである。166は 甕の底部でやや上げ底気味となる。167は 高杯の脚部で、円形

の透かしを持つ。器面調整は丁寧なナデである。

S A42は 、 S A21と 切 り合って検出された。主軸はS A21と 約45° のズ レが見 られる。検出

面からの深さは約15cmと 浅 く、床面は御池ボラの掘 り抜 きで硬化面は確認 されなかった。主柱

穴は判断し得ない。遺物は出土 していない。 S A21と の切 り合い関係は、埋上の観察 よりSA

42が先行 し、 S A21が後出するものと確認された。

S A24・ SC5～ 7・ S A25(第 22図 )

S A24は 、長軸4.6m、 短軸3.6mの長方形プランで、検出面からの深さは約30cmを 計る。床面
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に硬化面は見られず、御池ボラの掘 り抜きである。ピットは床面中央に 1基、東壁際に 1基が

検出されたが、上屋構造に関係する柱穴か否かは判断し得ない。遺物は出土していない。

S A24を 切 り込んで、SC5～ 7が検出された。SC5は、長軸1.4mの長方形土坑である。

遺物は出土していないが、拳大の軽石が数点みられた。SC6は、長軸60cmの 長方形土坑であ

る。板状の軽石が出土しているが、面取 りをした痕跡が見られ、都城地方に多 く見られる軽石

製の石塔の一部である可能性もある。SC7は、長軸4.6m、 短軸2.3mの 長方形プランで、検出

面からの深さ40cmを計る。遺物の出土は見られなかった。各遺構の切 り合い関係は、 SC7が
S A24を 切ることが確認されたが、SC5・ 6と の関係は確認し得なかった。

S A25は 、調査区南西端に検出され、遺構の一部は崖面にかかり検出されなかった。方形基

調の花弁状住居である。検出面からの深さは10～ 1 5cmと 非常に浅 く、遺構の残存状況は悪い。

床面に貼 り床は見られず、硬化面も確認されなかったことからプランについても不明瞭な部分

が存在した。主柱穴は円形配置の 5基であろうと思われる。床面からやや浮いた状態で土器が

出上している (第 23図 174～ 179)。 174は 甕で、頸部は稜を持たず緩やかにS字状にカーブする。

底部は上げ底気味で、全体形に対し小さく成形されている。器面調整はナデで、内外面の各所

に指頭痕が明瞭に残る。胴上部の最大径が口径を上回る。175は 「く」字形に屈曲する頸部を持

ち、日径が胴部最大径をやや上回る。器面調整はハケロである。176～ 178は 壺である。平底で、

器面調整は丁寧なミガキである。178は 肩部に線刻を持つ。179は コップ形の土器でほぼ垂直に

立ち上がる器面は丁寧なナデ調整である。

S A26。 SC3・ SC8(第 24図 )

S A26は 、方形基調の花弁状住居である。長軸5.6m、 短軸5.Omの 方形プランに、南壁に2カ

所の張り出し部を持つ。床面は、明瞭な貼 り床ではないものの、黒色上の滲んだ御池ボラが硬

化していた。焼土は確認されていない。主柱穴は4基である。床面中央部に長方形の土坑が見

られ、炭化物を多少含む埋土が確認された。検出面からの深さは20cm以 下と浅 く、遺構の残存

状況は良好とは言い難い。遺物は若千の土器片が出土した (第 26図 189。 190)。 189は 甕の頸部

で、刻み目突帯を持つ。190は 手づくねのミニチュア土器である。

SC3は、S A26の 北コーナー横に検出された。長軸2.6m、 短軸2.Omの 長方形プランの竪穴

状遺構である。検出面からの深さは15cmを 計る。床面に硬化面は見られず、御池ボラの掘 り抜

きである。ビットが数基検出されたが、上屋構造に関係するものか否かは判断し得ない。遺物

は甕の破片が 1点のみ出土した (第 33図 216)。 216は 、胴部が張らず口縁部が大きく外傾する小

型の甕である。器面調整はハケロである。

SC8は、S A26の東壁横に検出された円形土坑である。径1.lm、 検出面からの深さは30cm

を計る。床面近 くから銭貨 7～ 8枚が融着した状態で出土しており、近世基である可能性が高

い (第 33図 222)。 正確な枚数と銭種は確認できない状態である。他に遺物や有機物は確認され

ていない。

S A27・ S A28。 S A29(第 25図 )

S A27は 、方形基調の花弁状住居である。一辺約 6mの方形プランで南北両壁に2カ 所づつ
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第21図  S A21 042実測図 (S=1/80)

の突出壁を持つ。南東コーナー部と突出壁にて区画される西 3分の 1の部分がベッド状に高ま

る。床面は、明瞭な貼 り床ではないものの、黒色土の滲んだ御池ボラが硬化 していた。焼土は

確認されていない。主柱穴は4基で、各突出壁の先端部分に位置する。床面中央部やや北西寄

りの位置に、径1.lm、 深さ約15cmの 円形土坑を持つ。埋土には若干の炭化物粒が含まれていた。

床面上から完形品を含む土器、石庖丁が出土している (第26図 180～ 188)。 180は 完形の甕で、

底部は上げ底である。張りの弱い胴部に、緩やかに外反する口縁部を持つ。器面調整はハケロ

で、日縁部内面には指ナデが見られる。181は やや夕れこ張り出す上げ底の底部と、屈曲し大きく

外傾する口縁部を持つ。器面調整はナデであるが、成形時の粗い工具痕 (ケ ズリか)が一部に

残る。182は 複合口縁壺の口縁拡張部である。櫛描波状文が施される。183は 鉢の口縁部で、直

日の口縁部外面に櫛描波状文が施される。184は 完形の鉢で、円盤状の底部を持つ。器面調整は

丁寧なナデである。185～ 187は 手づくねのミニチュア土器である。指頭痕が明瞭に残る。188は

砂岩製の長方形石庖丁である。刃部は直線的で、背部はやや湾曲する。両側から穿孔された二

孔を持つが、片面にはややずれた位置に穿孔の痕跡が残る。全面に研磨痕が明瞭に見られる。

S A27の 北コーナー横に、長方形と方形の落ち込みが検出された。検出面からの深さが10cm

程度と浅く、埋土の観察では区分がつかなかったため合わせてS A28の遺構番号を付 した。完

形品を含む土器、石庖丁が出土している (第 26図 191～ 195)。 191は 砂岩製の長方形石庖丁であ
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る。一部欠損しているが両側から穿孔された二子Lを持つ。全面に研磨痕が明瞭に見られる。192

は、完形の長頸壺である。全体に小振 りであるが、ソロバン玉形の胴部にやや開き気味の口縁

部を持つ。外器面は全面に丁寧なミガキを施す。底部は尖底気味の九底である。193は半球形の

プロポーションとなる鉢である。薄手の器壁は丁寧なナデ調整で、口縁部下から 5、 6単位の

櫛描波状文が施される。194。 195は 手づくねのミニチュア土器である。指頭痕が明瞭に残る。

S A29は 、S Allと S A25の 間に検出され、両遺構を切っている。遺構の残存状況は悪 く、

かろうじて御池ボラの硬化した床面が検出された。長軸3,7m、 短軸3.lmの長方形プランで、ビッ

トが 4基検出されたが主柱穴は確認されなかった。床面に多くの炭化材 と若千の上器片が出土

した (第 26図 196～ 198)。 196は小型の甕で、底部は若千の上げ底となる。器面調整はナデであ

る。197は 、焼成前底部穿孔の甑である。器面はナデ調整である。198は 、小型丸底壷の影響を

うけたものである。薄手の器壁は丁寧なナデ調整である。

S A30。 S A33

第28図 199。 200は 、S A30出 上の上器である。S A30は 、調査区南西端、 SA9と S A25間

に位置する。遺構検出の際に黒色土の浅い落ち込みとして確認され、若干の遺物の出土と数基

のビットの検出が見られたが、遺構が調査区外 (崖面)にかかること、検出面が既に床面 レベ
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ルであったことなどから平面プランを把握することができなかった。199は 甕の口縁部である。

外方に水平に肥厚する。200は 平底の鉢である。薄手の器壁は丸みを持ち、器面は丁寧なナデ調

整である。

第28図 201は 、S A33出 土の土器である。S A33は 、調査区西端、SAlと SA5間に位置す

る。遺構検出作業中に黒色土の滲みとして確認され遺構番号が付されたが、床面 レベルが高 く

平面プランを把握することができなかった。201は 鉢で、内湾する日縁部は僅かに屈曲し短 く立

ち上がる。器面調整は丁寧なナデである。

S A38。 S A40(第 27図 )

S A38は 、調査区東端に検出された。遺跡の1日微地形が東へ緩やかに傾斜 しており、遺構の

東半部は検出されなかった。検出し得た部分は不整形で、プランの全体形は推定 し難い。主柱

穴はPl・ P2の 2基 と思われるが、P3・ P4に ついても同規模のビットが対になっており

この 2基の可能性も否定し得ない。床面に明瞭な貼 り床は見られなかったものの、黒色土の滲

んだ御池ボラが硬化していた。床面上から土器が出土している (第 28図 202～ 206)。 202は 甕で、

脚台状の底部はやや外へ張り出す。「く」字形に屈曲じ外傾する国縁部を持ち、回径と胴部最

大径はほぼ等しい。器面調整はハケロである。203は 、格子目のタタキ痕を持つ甕である。屈曲

し緩やかに外反する口縁部は、日径が胴部最大径を上回る。204は 、S字状に緩やかに湾曲する

甕で、日径は胴部径を大きく上回る。205は 高杯で、裾開きに外反する脚部はハケロ調整である。

206は やや大型の高杯脚部で、縦方向のミガキが顕著である。

S A40は 、方形基調の花弁状住居である。長軸5。 6m、 短軸4.3m、 検出面からの深さ20cmを 計

る。西壁沿いにベッド状の高まりを持ち、突出壁が 1カ 所見られる。貼 り床は見られず、御池

ボラの掘り抜きの床面には顕著な硬化面も確認されていない。焼土は検出されていない。主柱

穴は 2基 と思われるが、他に数基のビットが検出されており補助的な柱が含まれる可能性があ

る。床面近くから土器、石器が出上している (第29図 )。 207は 甕で、頸部に刻み目突帯を持つ。

208は 壺の口縁部で、外反する口縁部内面に櫛描波状文が施される。209～ 212は 口径が35～ 39cm

と大型の高杯である。209は 杯部に比して細身の脚部を持ち、不底部の粘土塊を脚部に差 し込ん

で接合している。脚部に円形透かしを持つ。器面調整は、外部内面および杯底部タト面がミガキ、

口縁部外面はハケロである。口唇部はナデによリフラットに仕上げている。脚部は風化のため

不明瞭であるが、縦方向のミガキあるいは丁寧なナデと思われる。210は 杯底部に比して口縁部

が大きく、外反しながら延びる。器面は内外面ともにミガキにより仕上げている。211は 不底部

がやや反り気味である。器面調整は内外面ともにナデである。212は 小振 りの杯底部に大 きく外

反する口縁部を持つ。器面はミガキによれ仕上げと思われるが、風化気味のため単位は不明瞭

である。213は 高杯脚部で、円形の透かしを持つ。器面調整はハケ国である。214は石庖丁の未

製品と思われる。全体に研磨痕が見られるものの、刃部が研ぎ出されていない。片側縁に扶 り

が見られるが、他方縁は先細 りしている。
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第 4節 中世の遺構と遺物

1.竪穴状遺構

SAl・ SA3・ S C18(第30図 )

SAlは、円形皿状の竪穴状遺構である。検出面からの深さ40cmを 計 り、床面は御池ボラの

掘 り抜きで硬化面は確認されなかった。挙大の礫 (川 原石)が多く流れ込んでいた。土器等の

遺物は見られなかった。詳細な時期は不明であるが、遺構埋土がやや濁 りのある黒褐色上で他

の中世の遺構に近似することからほぼ同時期と考えておきたい。

SA3は、検出面のプランが不整楕円形、床面は方形となる。検出面からの深さは約30cmを

計る。SA2と 切 り合うが、その位置に更に長方形土坑 (S C18)が 重なる。床面は御池ボラ

の掘 り抜きで硬化面は確認されなかった。床面からやや浮いた状態で陶磁器片が出土 している

(第 33図 217～ 221)。 217・ 218は 、端反りの青磁碗である。217は 灰オリーブ色の釉が施され、全

体に貫入が見られる。219は 青磁碗の体部である。黄褐色の胎土にオリーィ褐色の釉が厚 く施さ

れ、全体に貫入が見られる。220は 白磁皿の底部で、高台は露胎である。221は縄文土器片を円

形に打ち欠いた円盤状土製品で、器面には細い条痕が残る。流れ込みと思われる。

S A17・ S A43(第 31図 )

S A17は 、方形プランの竪穴状遺構である。一辺2.lm、 検出面からの深さ60cmを 計る。拳大

～人頭大の川原石や軽石が、床面からやや浮いた状態で出土している。床面の一部には、紫が

かった灰白色の細砂が敷かれていた。自然科学分析の結果、テフラの可能性は低いと判断され

た。また、図示はしていないが、陶磁器小片が出上している。

S A43は 、S A38の 西恨1に検出された。長軸2.4m、 短軸1.8mの 長方形プランで、四隅にビッ

トを持つ。検出面がほぼ床面レベルであり、遺構の残存は悪い。壁際に浅い溝が廻 り、プラン

を確定し得た。遺物の出土は見られなかった。

2.土 坑

S C13(第 32図 )

S C13は 、長軸1.8m、 短軸0.9mの長方形プランで、検出面からの深さ80cmを 計る。人頭大の

川原石十数個が埋上下位から中位に見られた。埋土は御池ボラを含む黒褐色土の単一層で人為

的な一括埋め戻 しと思われる。遺物等の出土は見られなかった。

3.道路状遺構 (第 34図 )、 溝状遺構

SElは、調査区中央から北東方向に延びる、最大幅 6mの断面略台形状の遺構である。床

面は、北東方向から緩やかな上 リスロープとなり、両端に幅30～ 40cm、 深さ20cm程度の溝を持

つ。床面中央には幅約50cm程度の硬化面が見られ、通路 (道路)と して使用されたと思われる。

遺構は三方に分岐しており、溝底の硬化面もそれぞれの方向に続いている。調査区端から約 8

m入った地点に長方形の土坑が見られる。御池ボラを掘 り抜いており、雨水を浸透させ処理す

るためのものと思われる。14基のビットが検出されたが、それぞれ対になるものであり、 くぐ

り門あるいは扉等の施設が設置されていた可能性が高い。埋土の下位に桜島火山噴出の降下軽

石 (文明の自ボラ、1471年噴出)が堆積しており、その上位にも硬化面が確認された。遺構の
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第28図  S A30033・ 38出土遺物実測図 (1/4)

法面中位には、人頭大の軽石が並べられている部分が見られた。素掘 りにした御池ボラ層の崩

落防止のための土留め石と思われる。遺構埋土中から若干の遺物が出土した (第 36図228～ 235)。

228は土師質の皿である。底部は糸切 りで、比較的厚手の底部から僅かに立ち上がる先細 りの口

縁部を持つ。229は 口縁部断面が三角形となる備前焼のすり鉢である。 6条単位の櫛目が一定間

隔をもって施される。230は青磁の盤である。高台内は露胎である。231・ 233は 青磁碗である。

233は見込みに印花が施される。高台は両面からのケズリが行われ、先細 りとなる。232は 陶器

碗である。見込みに蛇の目釉剥ぎが見られる。234は舶載の染付け皿である。底部は碁笥底であ

る。見込みに字文が見られるが、判読はできない。体部外面に鳥が描かれる。235は検出面付近

から出土した。寛永通賓で、裏面に「文」の文字が見られる。

SE2は 、南東端に検出された。約80° 曲がるSElの延長上にあり、本来つながっていた

可能性もあるが、両者の間約12mに は掘 り込み、硬化面等は検出されなかった。 SE2は 、南

東方向へ下るスロープ状となり、床面中央には硬化面が検出されている。埋土の下位に文明ボ

ラが堆積しており、SElと 同時期の遺構であろうと思われる。文明ボラ上位の硬化面は確認

欠
＼
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されなかった。遺物は出土していない。

SE3は、調査区北西隅に検出された。検出幅は0.8～ 1.Omで 、検出面からの深さは20～ 30cm

である。溝底レベルは東に向け下 り、SE4に合流する。遺物は出土していない。

SE4は、検出幅0.6～ 0.8mで、検出面からの深さは20～ 30cmで ある。溝底レベルは、北東に

向け下り、SE3と 合流する。SE3・ 4は埋土に明瞭な差が見られず、同時存在の可能性が

高い6埋土中に陶磁器小片が見られたが、時期を明確にし得るものはない。

第 5節 縄文時代の遺構と遺物

土 坑

S C16(第32図 )

S Ci6は 、調査区中央やや東寄 りの位置に検出された。撹乱土坑に遺構南側を切 られており

全体形を把握し得ないが、検出された部分は長軸1.4m、 短軸1.Omの 楕円形状である。検出面か

らの深さは45cmを計る。床面上から土器片がまとまって出土している (第33図 223～ 227)。 223

は深鉢である。日縁部は僅かに外反し、口唇部は斜めに面取 りされている。器面調整は内外面

ともにナデで無文である。224は 口縁部に貼 り付け突帯を持つ深鉢である。突帯上面に爪による

連続刺突が見られる。途中で爪の向きが逆転している。器面調整は粗いナデである。225は 深鉢

の底部である。上げ底の底部はややタトに張 り出す。226は 浅鉢である。頸部で屈曲し短くタト傾 し

た口縁は更に内側へ折り返している。日縁部は波状口縁となり、器面調整はナデおよびミガキ

である。227は 浅鉢で、S字状に屈曲する園縁部を持つ。器面調整は粗いナデである。

第 6節 遺構外出上の遺物

第36図 236～ 252は 、遺構外からの出土遺物である。236～ 240は 、縄文土器である。236。 237

は孔列文土器である。口縁部外面に竹管状工具による刺突文が見られる。屈曲部には刻みが施

される。238は 口唇部に2条の沈線を施す。器面は丁寧なナデ調整である。239は器面に丁寧な

ミガキが施され、日縁部内外面に沈線を持つ。240は 口縁部外面に、数条の平行細沈線とその間

を埋める山形の沈線文が見られる。241は 弥生中期の甕形土器である。軟質で厚手の器壁はナデ

調整で一部にミガキも見られる。口縁部は外方に肥厚させている。242は 、焼成前底部穿孔の甕

あるいは鉢であろう。243は 複合口縁壺の口縁部で、拡張部には櫛描波状文が施される。244は

小型の高杯で、伏鉢形の脚部は丁寧なミガキが見られる。245は 高杯脚部である。縦方向のミガ

キが顕著である。246～ 248は 青磁である。246は 碗で、体部外面には縦方向にヘラ描き文が見 ら

れる。247は 碗で、見込みに「賓」字のヘラ描きが施される。高台は面取 りされ先細 りとなる。

248は 盤である。オリーブ灰色の釉が厚 く施される。249は 陶器で、耳付壺である。褐色の釉薬

が内外面に施される。250は 瓦器で、浅鉢形の火鉢であろう。外器面に四方欅文のスタンプが施

される。251は 砂岩製の尖頭状石器で、両佃1縁 に細かい加工痕が確認される。凸面には研磨痕が

見られ、石斧等の磨製石器の破片を再利用 したものと思われる。252は 皇宋通賓である。
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第 7節 まとめ

前節までに述べたように、前畑遺跡において縄文時代から中 。近世にいたる遺構 。遺物が検

出された。時期的に区分してみると、縄文時代後期の上坑 1基、弥生時代後期後半から古墳時

代初頭の竪穴住居跡27基 (確実なもののみ)、 中世の竪穴状遺構 6基、土坑数基、道路状遺構

2条、溝状遺構 2条、近世の土墳墓数基、ピット多数である。このうち竪穴住居跡は、最も多

く検出され前畑遺跡の主体となるものであるが、検出面からの深さが非常に浅 く、遺構の残存

は良いとは言えない状況であった。そのため、遺構の切 り合い関係を明確にし得ない部分が多

く、出土遺物も一遺構毎に見ると決して多いものではない。こうした制約を含んだ資料である

にせよ、その資料的価値が低いと言う訳ではなく、特に遺構の分布状況等は、一連の九谷地区

遺跡群の調査で見られた他の弥生時代集落とは様相を異にし注目に値する。ここでは、各時期

毎の遺跡の状況を周辺他遺跡と比較しながら触れていきたい。

・縄文時代について

縄文時代の遺構としてS C16が検出された。後期に比定される土器を伴っている。包含層出

土の遺物中には、孔列文土器等の後晩期の土器が含まれるが、遺構は他に検出されなかった。

本池遺跡でも指摘されたように、後期以降の遺構 。遺物が散見されるもののその密度は極めて

低い。早期以来縄文時代の遺跡の分布は、丸谷第一遺跡。)。
FT―風谷第 1遺跡②。堂山遺跡0な ど丸

谷地区遺跡群が立地する段丘よりも更に一段上の段丘上が中心となるものと思われる。

・弥生時代から古墳時代について

前畑遺跡では27基の竪穴住居跡を検出したが、その多くは調査区西半に集中している。 2～

0
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4基が切 り合うものも見 られ、数世代にわたる継続的な集落が営まれたものと思われる。出土

土器の様相より弥生時代後期後半から古墳時代初頭の時期幅の中でとらえられよう。 しか し、

甕 。壺 。高杯・鉢等良好なセットでとらえられるものは少なく、限られた器種での検討 を余儀

なくされている。その中で、SA5は 古墳時代的、 S A25は 弥生時代的なものとして基準資料

となろう。比較的敏感に時期的特徴を反映すると思われる甕形土器をみると、頸部が明瞭に屈

曲し短 く外傾する日縁を持つものと、頸部屈曲が滑 らかで口縁部が外反 しなが ら延びるやや新

しい様相を示すものが混在するものが多い。小型壺の中には、いわゆる小型丸底壺の影響下に

出現 したと思われる太い口頸部を有する一群が見られ、時期的な指標の一つとなっている。

検出された27基の竪穴住居跡のプランをみると、方形プランが14基、円形プラン 1基、方形

基調花弁状プラン10基、円形基調花弁状プラン1基、不明 1基である。円形プランのSA7は 、

方形プランのSA6に 切 られており、SA6が 小型丸底系の壺を有するのに対 し、 SA7は 若

干上げ底気味の脚台状底部の甕や平底の壷が見 られ弥生的様相を残 し、住居のプランと土器の

年代観が一致 している。円形基調花弁状プランの S A15は 、「 く」字形に屈曲する頸部 を持つ

甕と緩やかに外反する甕が共伴 している。方形基調花弁状プランのS A12・ S A14は ともに小

型丸底系の壷を有 し古墳時代初頭に位置付けられる。平野部においては弥生時代後期後半 まで

に姿を消す花弁状住居が、内陸部においてはやや下る時期まで存続 していることになる。

遺構が密集 し切 り合いを見せる前畑遺跡に対 し、九谷地区遺跡群において調査 された他の弥

生時代集落では異なった分布状況を示 している。中大五郎第 1遺跡 。中大五郎第 2遺跡0で は、

弥生時代後期の竪穴住居跡 (7基 。6基)、 周溝状遺構 (3基・ 3基)が検出されている。竪

穴住居跡 と周溝状遺構の切 り合いが一カ所見 られたものの、各住居跡間では近接するものは見

られなかった。上大五郎遺跡働では 3基の竪穴住居跡が検出された。時期的には弥生時代中期末

から後期初頭のものが 2基、古墳時代初頭のものが 1基で、各住居間は数10mの 距離があ り散

発的な分布状況であった。河川改修事業に伴って県教育委員会が調査 した下大五郎遺跡0で は、

花弁状住居を含む12基の竪穴住居跡が検出され、弥生時代後期後半に位置付けられている。い

ずれの住居間も十分な間隔が保たれていた。このように、各遺跡においては住居間の間隔が十

分に保たれ、同時存在の可能性を否定するような近接 した状況は見られなかった。 これらに対

し、前畑遺跡に隣接する山ノ田第 1遺跡0で は、県道改良工事に伴い弥生時代終末から古墳時代

前期前葉の竪穴住居跡12基が検出され、うち11基が密集 し、 4基が切 り合 う状況であった。前

畑遺跡・山ノ田第 1遺跡と他の 4遺跡の分布状況の違いは、二つの理由が考えられる。第一に、

立地の違いである。前二者が丸谷川左岸に位置するのに対 し、後者は右岸に位置する。左右両

岸の段丘面を比較すると、対応関係にある段丘が右岸は広 く奥行 きがあるのに対 し、左岸は狭

く次の段丘法面が迫っている状況である。こうした状況の中で、左岸に位置する両遺跡では繰

り返 し同じ場所が居住地として占地されたものと思われる。第二に時期の問題である。前畑遺

跡 。山ノ田第 1遺跡が、弥生時代終末から古墳時代に営まれた集落であるのに対 し、他の 4遺

跡は弥生時代中期から後期にかけての集落である。この時期差が継続的に営 まれる集落 と単発

的なものとの違いに関係するのであろうか。このことは、時期的な生産性にも関わる問題であ
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り注意を要する。

。中近世について

SEloSE2は 硬化面を伴 う溝状遺構で、埋土に見 られた桜島火山起源の降下軽石 (文 明

ボラ)の堆積状況から15世紀後半に構築されたものと推定された。問状の遺構 となる7対のビッ

トも検出され、屋敷地に入る入口状の遺構 と思われる。 SEloSE2に よって区画 される部

分には、 7～ 8mの遺構空白帯をおいて多数のピットが検出されている。掘建柱建物の認定は

じ得なかったものの、通路を兼ねた区画溝 と掘建柱建物群から成る館跡となる可能性が高い。

同時期の方形館跡が上大五郎遺跡で検出されている。二重の溝により段丘縁 を区画 し、外溝

は通路 と排水を兼ねたものとなっていた。内溝により囲まれた内部は約3,000ぽ で、大 まかに三

期に区分される23棟の掘建柱建物群が検出されている。内外溝間は遺構空白帯で、土塁の想定

もなされている。外溝埋土中に堆積する文明ボラの上下に硬化面を伴うことから、15世紀後半

から16世紀にかけて存続 したものと推定されている。

江戸時代末期に編纂された『荘内地理志』巻八十人に「丸谷某屋敷」 という古絵図が見 られ、

丸谷川左岸低位段丘縁に三方を溝で区画された館が存在 したことが知られる0。
段丘下から館内

に入る入口が記されており、前畑遺跡 。上大五郎遺跡に共通するものである。 15世紀から16世

紀中頃にかけての伊東氏 。島津氏の抗争は、現実的には互いに自立性 を保持 した地元領主層が

主体 となっており、そうした社会状況の中で防御的な館が成立、展開したものと思われる。
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第 1表 前畑遺跡出土土器観察表 (1)

口
胡
請

種別 器種
出土

地点

法 量 (clll) 調 整 色 調
土 備  考

口径 底径 外  面 内  面 外  面 内  面

1 土師器甕
聯

SAl 斜のナデ
エ具によるナデ

葛印こよるヨヨナデ
ナデ

黄橙
にぶい黄橙

浅黄橙 褐色・黒・光沢粒

2 土師器 訂 SAl
受部・・・ナデ
ナデ・タテ方向
のミガキ

痕
デ
頭

ナ
指 橙

黄
灰

淡
黄 赤褐色・透明・黒色光沢粒

3 土師器
跡 SA2 郵 ・̈テ 螂 ミ/il

タテ方向のミガキ 痕
デ
頭

ナ
指 浅黄橙 浅黄橙 褐色・半透明光沢粒・黒色光沢粒

4 土師器
杯
部

高
杯

SA2 は9
ヨコナデ
タテヨ坊向のミノ洋

ヨコ方向のミガキ
黒酬り蒲り 浅黄橙

浅黄橙
にぶい黄橙

褐色粒・赤褐粒・黒色光沢粒
透明光沢粒

5 土師器
杯
部

高
不

SA2 ナ デ ナ デ 浅黄橙 淡黄 灰色・半透明・黒色光沢粒・褐色粒

6 土師器
杯
部

高
脚

SA2 ナテ余l・
ヨコのハケロ

ヨコナスー部導根
ナ デ

淡黄
にぶい黄橙

にぶい黄橙 褐色粒、透明光沢粒・手L白 色粒

7 土lll器

ニチュ7
完形

SA2 ね
デ
捏

ナ
手 ナ デ 淡黄 淡黄 褐色・赤褐・灰色・半透明粒

土lT器
甕

完形
SA4

llp′ サロM・7ミ着
174ヨ コ卸ヘラミ潜
手経ね

痕
デ
具

ナ
エ

浅黄橙
褐

褐灰
にぶい黄橙

褐色・淡黄・透明光沢粒

±1市器
士
亜
渕 SA4 櫛描波状文

ナデ
ナ デ 淡黄

黄
白

淡
灰 褐色粒、黒色・半透明光沢粒

土師器
師 SA4

ミガキ、ヘラ旗
輿こよるナデ

穿孔4つ

ナ デ 橙 にぶい黄橙 黒色光沢粒、灰色・半透明・光沢粒

11 土師器 跡 SA4 ミ着、¬髄
鋼箔り

ナ デ 浅黄橙 浅黄橙 赤褐色、灰色・黒色・透明光沢粒

土師器鉢
輔

SA4 デ
底

ナ
丸 痕

デ
頭

ナ
指

橙
明黄褐

浅黄橙
乳白色、褐色・黒色・半透明・黒
色光沢粒

土師器 ミニチェアSA4 6 手捏ね 手捏ね
明黄褐
黄橙

黄橙
にぶい黄橙

灰白・赤褐色・黒褐粒

土師器 SA4 手捏ね
風化気味

手捏ね
風化気味

黄橙 明黄褐 赤褐色、半透明光沢粒・褐色粒

土師轟甕
醐

SA5 体0
ヨヨナス劾 目鮒
タテ・斜のナデ

ヨコナスI輿こよる
ヨコ・斜のナデ

猟 観

にぶい黄橙
灰黄褐

減 にぶし澄
飯

灰自の粒、褐色・灰・黒 ・透明
半透明の光沢粒

土師器甕
隕

SA5 価.0 粗いナデ ナ デ

にぶい黄褐
灰黄褐
淡黄

にぶい黄橙
浅黄橙

黒い粒、褐色粒・灰色・赤褐色粒

土師器 甕
完形

SA5
ナテヨコやリナデ
I具によるタテ方向
のナススス付着

ヨヨナスナデ
ー部正輿こよるナデ

欄

にぶい黄橙
灰褐

にぶい黄橙
灰黄褐

灰色・褐色・乳白色・赤褐色・半
透明の粒

土師器
士
撻

爾 SA5 優.0

タテ方向のナス斜の′
//Etコ意利げ

瓢 抵

ヨコ方向の工具に
よるナデ・ナデ

橙
浅黄褐

淡黄
にぶい橙

褐色・灰白・黒色粒、透明・黒色
光沢粒

土師器 SA5
燎 強リカ 幻
の後を指肝いえと脂によ
るけう～

'ナ

端 によるナデ

鵬 によるハ

ケロ状のナデ

にぶい黄橙
黄灰

にぶい褐
にぶい黄橙

・
粒

白
沢

灰
光

褐色・黒、透明・半透明の

211 土師器
士
亜 SA5 ナデ

ー部黒斑
ナデ

指頭痕
浅黄橙

にぶい黄橙
浅黄橙

にぶい黄橙
褐色・灰色の粒、透明の光沢粒

土師器 まば完光
SA5 ヨコナデ、ミガキ

乱房)代底部

ヨコナデ
ナデ

橙
浅黄橙

橙
浅黄橙

灰・黒・褐色粒、透明の光沢粒

土師器
士
霊 SA5

ヨヨナテ斜のハケロ
ヨコ徐わハケロ
醐

ヨヨナデヽナデ
麟

橙
黄

黄
灰

輔
橙
殿

淡黄色、灰色の粒・微細な光沢粒

郎 土師喘 サ1同 書6
SA5 ミガキ ナ デ 橙 橙 灰・乳白色・黒・透明の光沢粒

2 土師器 SA5 ミガキ・涸イヒ気味
戦 痕

デ
頭

ナ
指

橙
にぶい橙

橙
乳白色・灰白色粒、微氣nな 粒 ・光
沢粒

あ 土師器
底部

SA5 タテ方向のミガキ

農緞こ鋼猫り

1ヽ館報
=穿

子し2つ、
ヨコ・タテ方向の
ナデ

橙 橙
灰・黒色・透明の光沢粒、乳白色・

赤le・ 色の粒
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第 2表 前畑遺跡出土土器観察表 (2)

″
朝
請

種別 器種
出土

地 点

法 量 (cm) IIR 整 色 調
土 備  考

口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

26 土師器
飾 SA5 打部 ・̈ヨコナデ

脚部…ミガキ
零諦 ヨ̈コナデ

勁諦 ナ̈デ・指頭痕
橙 橙 灰・黒・褐色の粒、微細な光沢粒

土師器
高杯
杯部

SA5 ミガキ ナ デ 願
灰

浅黄 乳白色・黒・赤褐色・透明の光沢粒

28 土師器
高杯
脚部

SA5 ミガキ ナ デ
黄
黄

淡
灰 淡黄 褐色・灰色の粒、半透明の光沢粒

"
土師器

杯
部

高
裾

SA5 28 斜方向のハケロ ナデ 淡黄 淡黄 精 良

30 土師器
杯
部

高
脚

SA5 ミガキ・一部黒変
四方透し

ナデ
指頭痕

浅黄橙
淡黄

浅黄橙
淡黄

黒・灰色・赤褐色の粒
微細な透明・黒の光沢粒

土師器 器 台 SA5 タテ・ヨコ・斜のナデ

罰 疎

ナデ,ヨ コ方向のナデ

隠 1鎌
黒変

にぶい褐
淡黄

浅黄橙
にぶい黄橙

褐色・灰褐色・黒色粒
透明な光沢粒

土師器 鉢
勧

SA5 4 23 ナ デ ナスー部ハケロ 橙 橙 乳白色・灰色・黒・灰白色粒

土師器鉢
薗

SA5 ナデ、黒斑
スス付

‐
着

工則こよるナデ

脚翻 惜 .戦 郡橙鵬
橙

にぶい橙
乳白色・黒褐色の粒

34 土師器鉢
醐

SA5 7
ナデ
黒斑有 り

ナ デ 浅黄橙 灰 白 褐色・灰色・灰白色粒

土師器 体
爾

SA5 (261 ナ デ ナ デ 黄橙 黄橙 灰色・灰白色粒、黒・透明の光沢粒

騎 ±1市器碗扁
SA5 (221

ナデ

指頭痕

ヨコナデ
指頭痕

浅黄橙 橙 灰色・褐色・黒・乳白色の粒

土師器 鉢
聯

SA5 櫛描波状文 ハケロ 嚇廟
にぶい赤褐

灰褐
灰白、微 Fllな 光沢粒

38 土師器 鉢
聯

SA5 ナデ
櫛描波状文

ナ デ
灰白

灰黄褐
にぶい黄橙 褐・黒・灰色の粒、黒の光沢粒

土師器
ミニチュア
翻

SA5 手捏ね 手捏ね
淡黄

にぶい黄橙
淡黄

にぶい黄橙
褐・灰・黒色の粒、透明の光沢粒

40 土師器
ミニチェア
翻

SA5 手捏ね 手捏ね
浅黄橙
淡黄

浅黄橙 ・
粒

白
沢

灰
光

黒・褐色の粒、透明・黒の

土師器
ミニチェア
機

SA5 手捏ね 手捏ね 淡黄 淡黄 褐・黒・灰色の粒、透明の光沢粒

土llf器
ミニチュア
翻

SA5 ナデ・黒斑 ナ デ
橙

にぶい褐
明赤褐

乳白色・灰・灰白の粒、微細 な黒
の光沢粒

土師器
甕
口縁

SA6 ミガキ
突帯 痕

デ
具

ナ
エ

灰褐 灰褐 微細な光沢粒

44 土師器
甕

暑部～底|

SA6 タテナデ ナ デ
淡黄

浅黄橙
淡黄

褐色・灰・黒の粒、透明・黒の光
沢粒

土師器
甕

風部～底i

SA6 ナデ・黒斑 ナ デ
橙
褐ヽ厳

瑯
にぶい褐
にぶい橙

褐色の粒、黒灰色の粒、透明の光
沢粒

46 土師器 SA6 ヨコナデ
ミガキ

斜方向ナデ
浅黄橙
浅黄

にぶい黄橙

黄
黄

浅
淡 精 良

土師器
杯
部

高
脚

SA6 ミガキ
黒変・穿孔

ヨコナデ
タテナデ

浅黄橙
黄

灰

淡

黄 精 良

48 土師器 器台 SA6
ヨコナデ・穿孔
タテ方向のハケ日
一部ミガキ

ナ デ

淡黄・淡橙
にぶい赤褐

暗赤褐

浅黄橙
にぶい褐
灰褐

黄・赤褐・褐・黒色、半透明光沢
粒、黒色光沢粒

±lT器 鉢 SA6 ナデ
ミガキ

ナデ
ハケロ 黄橙 橙 灰自の粒、黒の微砂粒

土師器 甕
底部

SA7 ナ デ ナ デ 橙 橙 黒褐・灰褐色の粒、黒い光沢粒
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第 3表 前畑遺跡出土土器観察表 (3)

″
川
請

種別 器種
出土

地 点

法 量 (cll) 調 整 色 調
土 備  考

日径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

土師器
甕

底部
SA7 ナ デ ナ デ

明黄褐
黒褐

浅黄橙
黄橙

赤褐・灰・黒色の粒、透明・黒 の

光沢粒

土師器 器台 SA7 B9 ■ 7
ミガキ、黒斑
四方透し

ミガキ
ナデ

指頭痕

浅黄橙
淡黄

浅黄橙
赤褐・灰・灰褐色の粒、半透明・黒
の光沢粒

馴 土師器 鉢 SA7 28 ナデ、平底 ナ デ

浅黄橙
橙

灰黄褐
浅黄橙

褐色・灰色の粒、透明・半透明、
黒の光沢粒

土師器 SA7
ミガキ
5本単位の櫛状工

具痕

ナ デ 浅黄橙
浅黄橙

にぶい黄橙
灰・黒・褐色の粒、黒・半透明の

光沢粒

% 土師器
鉢

底部
SA7 ナ デ ナ デ

浅黄橙
灰黄褐 鐵願

黒・褐色の粒、透明・黒の光沢粒

土師器 ニチュ
儘

SA7
後デナ

キ

具

ガ
斑

エ

ミ
里
¨

8回単位の工具
によるヨコナデ
指頭痕

橙
浅黄橙

淡黄
にぶい黄橙

黒・灰白・褐色の粒 、黒 い透明の

光沢粒

駆 土師器
ミニチュア
儘

SA7 手捏ね
手握ね
ナデ

浅黄橙 浅黄橙
褐・赤褐・黒・灰褐色の粒 、透明
の光沢粒

土師器‐ニチェァ翻
SA7 3 手捏ね 手裡ね

浅黄橙
淡黄

浅黄橙 灰・黒・褐色の粒

60 土師器
ミニチュア
J翻 SA7 手捏ね 手裡ね 励輔

浅黄橙
にぶい黄橙

褐・乳自色の粒、透明の光沢粒

土師器
ミニチェア
翻

SA7 手捏ね 手捏ね 浅黄橙 橙 褐色・黒・灰色の粒、半透明の光沢粒

土師器 甕
魃

SA8 ナ デ ミガキ 浅黄橙
橙

橙
褐・灰・赤褐色粒、透明光沢粒、

黒色光沢粒

64 土師器甕
糀

SA8 ナデ
指頭痕

ヘラI具のナデ 淡橙 にぶい橙
灰白・褐色粒、透明光沢粒・黒色

光沢・乳白色粒

土師器甕
祠

SA8 ナ デ 風化 橙
凱

にぶい橙
褐色・灰色・乳 白色、半透明光沢

粒、黒色光沢粒

66 土師器 甕
螂

SA8 ナデ

指頭痕
ナ デ

黄
褐

淡
灰 灰 白 灰・褐色粒、半透明、黒色光沢粒

±lI器

〓霊 SA8 ナデ
師描波状文

ナ デ 淡黄 淡黄
赤褐色、褐色粒、半透明・黒色光

沢粒

68 土師器
十
五

％ SA8 ミガキ
ー部黒斑

ヘラケズリ
にぶい黄橙

里

褐灰
にぶい黄橙

半透明・透明光沢粒・黒色光沢粒

土師器
士
里

祠 SA8 ナデ

指頭痕
ナデ・黒変 淡黄

白
灰

灰
褐

褐色・灰白色粒、黒色光沢粒 、透

明・半透明光沢粒

±lI器
杯
縁

一品
口

SA8 ナデ・黒斑 ナ デ

浅黄橙
にぶい黄橙

褐灰

にぶい橙
浅黄橙

灰白・淡黄・褐・黒色粒、半透明

光沢粒、黒色光沢粒

土師器
高杯
脚部

SA8 ナデ・穿孔 ナ デ
黄橙

にぶい黄橙
淡黄

褐・赤褐・乳 白色・黒色光沢粒 、
透明光沢粒

土師器
ミニチュア
」翻

SA8 手捏ね 手捏ね 齢
黒

淡橙
淡黄・褐・灰・乳白色・半透明光
沢粒

土mi器
発

]縁～胴:
SA9 ナ デ ナ デ

黄
灰

淡
黄 浅黄橙

赤褐色・子L自 色・灰色・半透明

黒色光沢粒

土l市器 甕
醜

SA9
帯
文

突
突
着

目
刺
付

み
殻

ス

刻
貝

ス

ナ デ
灰
黄

黄
淡 淡黄

黒色・赤褐色粒、黒色・半透明光

沢粒

土師器 甕
聯

SA9
突帯状に指頭
押圧文を施す
ヨヨナデ

ナ デ
浅黄橙
灰黄褐

浅黄橙 乳白色粒、褐灰色粒、半透明光沢粒

土師器
亜

底部
SA9 ナ デ ナ デ 浅黄橙 にぶい黄橙

灰白色粒、赤褐色粒、黒色半透明

光沢粒

土師器 高杯 SA9 鰈
多方向からのナデ

多力旬からのナデ 浅黄橙
浅黄橙
黄橙

褐色粒、半透明光沢粒、黒色光沢粒
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第 4表 前畑遺跡出土土器観察表 (4)
″
引
請

種別 器種
出土

地点

法 量 (cm) 調 整 色 調
土 備  考

口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

土師器
杯
部

高
脚

SA9 タテ加 ミガキ
ナデ・ヨヨナデ

ハケ日
ナデ・ヨコナデ 淡黄

黄
黄

淡
浅 精良 半透明光沢粒

土師器
杯
部

高
脚

SA9 ナデ
風化気味

工具によるナデ
ヨコナデ

浅黄橙
黄灰

浅黄橙 精 良

80 土師器 鉢 SA9 ナデ

底部力澤 く,絶
ナデ
蜘 熙 く知

浅黄橙
褐灰

浅黄橙 黄色粒、黒色・透明光沢粒

土師器 鉢
回縁

SA9 櫛描波状文
ナデ

ナ デ 淡黄 淡黄 半透明光沢粒、黒色光沢粒

82 土師器 鉢 SA9 ナデ黒変 ナデ黒変
黒褐

にぶい黄橙
浅黄橙

黒褐
浅黄橙

褐色粒、透明・半透明・黒色光沢
粒、灰色粒、赤褐色粒

“

土師器 ミニチュアSA9 指ナデ,手援ね
黒斑

手捏ね
黒斑

褐
白

黒
灰 黒褐 精 良

84 土師器 ミニチュアSA9
指ナデ
手捏ね
(―■警彗斑あり)

デ
ね

ナ
捏

指

手
淡黄
黒褐

浅黄橙 褐灰色粒、半透明光沢粒、黒色光沢粒

8rD 土師器 甕
醐

SA10 ナデ

指頭痕
タテ方向のナデ 浅黄橙

黄灰 郡厳
褐色・灰色・黒色の粒、透明の光沢粒

86 土lT器 SA10 風化著 しし ■化著 しし 黄橙
浅黄橙
淡黄

灰・褐・黒色の粒、透明の光沢粒

87 ±1市器 甕
口縁

SAH に D ナ デ ナ デ
浅黄橙

にぶい黄橙

にぶい黄橙
橙

淡黄

赤褐色粒、褐色粒、黒色粒、半透
明光沢粒、乳白色粒、黒色光沢粒

88 土師器 SAll は41

ナデ
ロ縁部に指頭痕
スス付着

ナデ、指ナデ にぶい黄橙 浅黄橙
褐色・黒色・灰色の粒、半透明
透明・黒色光沢粒

89 土師器甕
醜

SAll 枷 ナデ
聯端 脚

ナ デ
にぶい黄橙

淡黄
浅黄橙 褐色粒、微細な砂粒、光沢粒

∞ 土師器 一亜 SAll 0.0 ナ デ
デ
痕

ナ
頭

指
指

浅黄橙
橙 卿檄

褐色粒、責色粒、半透明光沢粒
黒色・乳白色、橙色粒、黒色光沢粒

土lT器 壺
醜

SAll 櫛描波状文
ナデ ナ デ 明黄褐 橙

灰色粒、半透明・透明・黒色光沢粒、
赤褐色粒

92 土師器
一霊
醜 SAll ナ デ

ナデ
指頭痕

浅黄橙
淡黄

淡黄
黒色・灰白色・赤褐色粒、黒色光
沢粒、半透明光沢粒

土師器
霊 SAll

ミガキ
底::置付製宝|ヨ雫ιlコろり
戦

痕
デ
頭

ナ
指 橙

競
橙 精良 赤褐色粒

94 土師器
底部

SAH ナデ、識鰤

指ナデ
ナデ

指頭痕

浅黄橙
褐灰

にぶい黄橙
橙

黄色粒、子し白色粒、褐灰色粒、赤褐
色粒、黒色光沢粒、半透明光沢粒

±lI器
亜

底部
SAll ナデ

スス付着
ナデ
指頭痕

淡黄
にぶい黄橙

黄
灰

灰
黄

褐色粒、灰色粒、黄色粒、橙色、
黒色・乳白色の粒、黒色光沢粒、
半透明光沢粒

96 土師器
士霊 SAH ナ デ ナ デ

にぶい黄橙
灰黄褐

にぶい黄橙
淡黄

赤褐色の小石、
半透明光沢粒、
粒、黒色光沢粒 褐色粒、動色粒、動黄灰

土師器
杯
部

高
脚

SAH ミ着、艘銃誦積のサテ
査LIt

ミガキ、一部ナデ 淡黄
にぶい黄橙

淡黄 乳白色の粒、黒色光沢粒

98 土師器
高郎

不部～躍:

SAH ナ デ
ナデ
炭化物付

‐
着

牙・楓 雄
肝・0噴楓 橙

牙・責極灰酪
静・浅黄患

にぶい黄橙

乳白色粒、灰白色、黒色の粒 、透
明・黒色光沢粒

"
土師器高杯

脚部
SAll ナデ、ミガキ

透し孔(四 方)

ナスI輿こよるナデ 浅黄橙 浅黄橙
黒・灰・褐色の粒、黒色・透明光
沢粒

∞ 土師器 鉢 SAll ■4
ナデ、指ナデ
上げ底

タテ、斜方向の
ナデ

浅黄橙
にぶい黄橙

浅黄橙
にぶい黄橙
(底部内面 )

赤褐色粒、半透明・黒色光沢粒、
褐色粒

土師器 鉢 SAH 諄・横蒟向のナデ 斜方向のナデ 浅黄橙 浅黄橙 黒色・褐色・灰色の粒

1舵 土師器 鉢 SAll 171
ナデ
ナデの後指頭痕

ナデ
横・斜加岬Dハケロ

浅黄橙 浅黄橙
灰色粒、赤褐色粒、黒色、半透明
光沢粒
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第 5表 前畑遺跡出上土器観察表 (5)

口
胡
請

種別 器種
出土

地 点

法 量 (cm) 「JB 整 色 調
土 備  考

口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

土師器 SAll 5
手捏ね
指ナデ

手捏ね

指ナデ

黄
灰

淡
黄

励
灰

褐色・乳白色の粒
黒色透明の光沢粒

104 ±lT器 ミニチェアSAll 手捏ね
ナデ

ね捏

デ

手

ナ
淡黄

浅黄橙
明黄褐 黒色・灰色の粒、黒色光沢粒

土師器ミニチェアSAll
ね

デ

捏

ナ

手

指
手捏ね
指ナデ

暗灰黄
灰黄

暗灰黄 子L白 色・灰白色の粒

1“ 土師器 甕 SA12 偽a 00 縦・横方向の
ナデ

縦・横方向の
ナデ、黒斑

にぶい黄橙
浅黄橙
黄灰

浅黄橙
にぶい橙

粒
粒
粒

色
沢
色

褐
光
白

赤
明
乳

褐色・黄色の粒 、半透

黒色光沢粒

土師器 甕 SA12 諄方向のナデ
管ナデ、上げ底

指ナデ 淡黄 黄灰
灰色粒、赤褐色粒、黒褐色粒、
乳白色粒、半透明・黒色光沢粒

108 ±lT器 甕 SA12 ナデ

指頭痕 上げ底
ナ デ 浅黄橙 にぶい黄橙

褐色粒、半透明・透明・黒色光沢
粒、赤褐色粒

[∞ 土師器 一亜 SA12 従方向のナデ
黄方向のミガキ

ヨコナデ
橙

明褐灰
橙

明褐灰
灰色粒、半透明光沢粒、褐色粒

土師器 一霊 SA12
ヨコナデ
刻み目突帯

ヨコナデ
橙

にぶい褐
橙 乳白色粒、半透明光沢粒、赤褐色粒

±lT器
底部

SA12
ハケロの後ナデ
ナデ
あ|力表

タテ・斜のハケロ
の後ナデ

浅黄橙
淡黄

黄
白

淡
灰

灰色粒、赤褐色粒、半透明・透明・

黒色光沢粒

土師器
一亜
螂 SA12 ナデ

底部…ヨヨナデ

斜方向のハケロ
ナデ

指押え

橙

褐

黄

黄

浅

明 浅黄橙 褐色粒、半透明・黒色光沢粒

土師器
底部

SA12 ナデ
胴部…黒変

斜躙 ナデ
の後ナス 黒変
指押え

淡黄
灰黄褐

黄
灰

淡
褐

赤褐色、褐色の粒、半透明・黒色
光沢粒

土師器
杯
部

高
脚

SA12 ミガキ ナ デ 灰 白 淡黄 褐色粒、黒色光沢粒、半透明光沢粒

土師器
鉢

底部
SA12 ナ デ ナ デ

にぶい黄橙
褐灰

灰 白
褐色粒、赤色粒、透明光沢粒
微細な黒色光沢粒

土師器
ミニチェア
撚,観 SA12 手捏ね 手捏ね 浅黄橙 浅黄橙

掲色粒、赤褐色粒、半透明・黒色等
光沢粒

土師器
鉢
完形

SA13 ナ デ ナ デ 浅黄橙 浅黄橙 灰褐・褐・乳白色・透明光沢粒

土師器
鉢

:部～底1

SA13 デ
斑

ナ
里
¨

ナデ
エ具によるナデ

浅黄橙 浅黄橙
褐色・灰色・黒色の粒、透明・黒
の光沢粒

土師器 鉢
:部～底:

SA13 ナデ
ー部黒斑

ナデ
■具によるナデ

浅黄橙 浅黄橙
灰・黒・褐色粒、半透明の光沢粒
黒の光沢粒

12tl ±lT器
高杯
lll部

SA13 ナデ
三方透か し

工具による
ヨコナデ

浅黄橙
淡黄

浅黄橙 微細な黒の粒、光沢粒

土師器器台 SA13 櫛描波状文
ナデ

ナ デ 淡黄 淡黄
褐色・灰白・乳白色の粒、
明の光沢粒

里
一

透

土師器 器台 SA13
ヨコナデ後
櫛描波状文

ヨコナデ 淡黄
灰黄褐

淡黄 褐色・灰褐色の粒、透明の光沢粒

123 土師器 器台 SA13
櫛描波状文
ヨコナデの上をタテ

に闘構おいてミガキ

ナ デ 淡黄 淡黄
赤褐色・乳白色・褐色・灰色の粒、
黒・透明の光沢粒

lZ 土師器 器台 SA13
ヨヨナデの上に
タテのミガキ

櫛描波状文
ナデ

浅黄橙 浅黄橙
灰色・黒・褐色の粒、黒・半透明
の光沢粒

125 土師器 器 台 SA13 傷̀→

ナデ
3コ の透 し
風化気味

ナデ
風化気味

淡黄
浅黄橙

淡黄
灰・灰自・黒・褐色の粒、黒・半透
明・透明の光沢粒

126 土師器
ミニチュア
儘'効

SA13 0" 245 手捏ね 手捏ね 淡黄 淡黄 褐色・黒・褐灰の粒、透明の光沢粒

127 ±lI器
ミニチェア
機。制

SA13 Q鋤 手捏ね 手捏ね 淡黄 淡黄 褐色の粒、黒の光沢粒
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第 6表 前畑遺跡出土土器観察表 (6)

イ
川
絣

種別 器種
出土

地点

法 量 (cm) 調 整 色 調
土 備  考

口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

128 土師器
ミニチュア
機,割 SA13 手捏ね 手捏ね

浅黄橙
橙

淡黄 黒の光沢粒、褐色・灰色の粒

29 土i市器
ミニチェア
土番

SA13 ほ651 Q0 手捏ね 手捏ね 灰
励

灰 灰白・灰色・黒の光沢粒

±lT器
甕
底部

SA14
工具によるナデ

部分的に黒変
指押え

タテ・斜方向
のナデ
ナデ

浅黄橙
淡黄

にぶい褐
灰褐

赤褐色・褐色粒、黒色光沢粒、半
透明光沢粒、黄色粒

土師器
甕

底部
SA14

あげ底
ナデ

ハケロ
浅黄橙
黄灰
淡黄

浅黄橙
赤褐色粒、褐色粒、黒色光沢粒、
灰白色粒、透明光沢粒

1部 土師器
〓亜
聯 SA14

ヨヨナデ
タテ方向の工具ナデ

ヨコナデ
ヨコナデ後
指押 え

浅黄橙
にぶい橙

にぶい橙
褐色粒、半透明光沢粒、黒色光沢
粒、橙色の粒

134 土師器
亜

底部
SA14 ナデ

1螂 葡̈識螂

斜・ナデの後
ヨコ方向の工具
ナデ、指押え

淡黄 淡黄 褐色、灰色、半透明光沢粒、黒色粒

土師器
底部

SA14
越
ナデ、工具ナデ
ー部黒変 えヽ

デ
押

ナ
指

黄橙
明黄褐

浅黄橙
褐灰

半透明光沢粒、黒色光沢粒、褐色粒

136 土師器
底部

SA14
平底
工具ナデ
ナデ

ナ デ
橙

明黄褐
黄灰 褐色粒、半透明・黒色光沢粒、橙色粒

土師器
底部

SA14 斜・ヨコ方向の
ナデ、ナデ

ナデ
炭化物付着

淡黄
浅黄橙

にぶい黄橙

淡黄
にぶい黄橙

褐色粒、赤褐色粒、半透明光沢粒、黒
色粒、乳白色粒

焼成前
底部穿孔

138 土師器
不
部

高
脚

SA14 か

し

デ
透

か

ナ

通

透

テ
貫

通

夕
未

貫

放射状工具痕
ヨコナデ

浅黄橙
淡黄

浅黄橙
淡黄

褐色・灰色粒、黒色半透明光沢粒

土師器
杯
部

高
脚

SA14
タテ方向ミガキ
ナデ

ヨコナデ 黄橙 黄橙 黒色半透明光沢粒、乳白色・褐色粒

140 土師器器台 SA14 a5 ナデ・黒斑
透 じ

タテナデ
ヨコナデ

浅黄橙
浅黄橙
淡黄

赤褐・橙・褐色・半透明・黒色の

光沢粒

土師器
鉢
戦 SA14

ミガキ・黒変
平底

一部 ミガキ
淡黄

浅黄橙
淡黄

赤褐・褐色・半透明光沢粒、黒色光
沢粒

土師器 鉢
完形

SA14
ナデ
全体に指頭痕

ナ デ
浅黄橙
灰白

浅黄橙
赤褐色・灰・乳自色・褐色・半透明
光沢粒

土師器
ミニチュア
機・勧

3A14 手捏ね 手裡ね 浅黄橙 にぶい橙
赤褐・灰色・半透明黒色光沢粒 、
乳白色粒

土師器 甕
ヨ縁～胴:

SA15 ∞.5

ハケロ
スス付着

ハケロ
橙

にぶい橙
にぶい褐

にぶい黄橙
淡黄

淡橙・褐・灰色の粒、透明・半透
明の光沢粒

土師器甕
醜

SA15 2.1 ナ デ ナ デ
浅黄
浅黄橙

浅黄橙
にぶい黄褐

褐・黒・灰白・灰褐色の粒、黒
半透明の光沢粒

147 土師器 SA15 ナ デ 痕
デ
頭

ナ
指

淡黄
浅黄橙

淡黄 赤褐・褐色の粒、透明・黒の光沢粒

1疑 土師器
杯
部

高
杯 SA15

キガラ
斑

へ
里
“

スス付着
ヘ ラ ミガ キ
黒斑

浅黄橙
黄灰

黄
灰

淡
黄

褐・黒・褐灰・灰白・透明・半透
明・黒の光沢粒

1( 土師器 SA15 ナデ
ヨコナデ ナ デ 黄橙 浅黄橙

黒・灰・褐色の粒、透明・半透明の

光沢粒

l質 土師器 鉢 SA15 ナデ タテ方向のナデ 橙 浅黄橙
灰褐色・乳白色・透明黒色光沢粒、
徴栞1な 砂粒、光沢粒

土師器 鉢 SA15 2
ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
指頭痕

浅黄橙
淡黄

黄

灰

淡

黄
乳白色・褐色の粒、 ・黒・褐灰
透明・黒の光沢粒

華11器 椰
鶴

SA15 ナ デ
ナデ

指頭痕
灰白・灰黄

灰
願
灰

褐灰・灰自の粒、半透明・黒の光沢粒

±lI器 SA15 手捏ね 手捏ね にぶい黄褐 にぶい黄褐
灰褐色・黒・灰白の粒、透明・黒の光
沢粒

土師器 SA16 151

斜方向のナデ
ハケロの後ナデ

越

斜方向のハケ日
の後ナデ 黄橙 淡黄 灰色・黒・褐色の粒
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第 7表 前畑遺跡出土土器観察表 (7)

囲
川
請

種別 器種
出土

地点

法 自豆 (cm) IIB 整 色 調
土 備  考

口径 底径 ユ一回
器 外  面 内  面 外  面 内  面

土師器
杯
部

高
脚

SA16
ミガキ
ナデ

未貫通・穿孔

ナ デ 黄橙

杯…黄橙
浅黄橙

脚…淡黄

灰色・褐色・灰 自の粒、透明・黒
の光沢粒

土lll器
高杯
脚部

SA16
ミガキ

透 し
ナ デ 浅黄橙

淡黄、灰自
浅黄橙

灰白・褐色・黒の粒、透明・半透
明の光沢粒

:58 土師器 SA18
タテカ静ロンヽケロ
スス付着

タテ方向のナデ 浅黄橙 浅黄橙 赤褐色の粒

1611 土師器
甕

]縁～頭|

3A19
ナデ
スス付着

ナ デ
浅黄

浅黄橙
浅黄橙
にぶい橙

褐色・灰白・黒の粒、透明・黒の

光沢粒

土師器
亜

1同菩6
SA19 ナ デ ナ デ 浅黄橙 淡黄

灰色・黒・褐色の粒、黒・半透明
の光沢粒

土師器
鉢

]縁～耀1

SA19
ヨコナデ
ミガキ

ヨコナデ

斜のハケロ
指頭痕

灰黄褐
灰褐

淡黄
灰褐色・黒・褐色の粒、黒、微栞1な

光沢粒

土師器 SA19 斜方向のナデ 料のナデ
浅黄橙

にぶい黄橙
浅黄橙
にぶい褐

褐色・灰・赤褐色・黒の粒、透明
黒の光沢粒

164 土llT器 諮
脚

SA20 ナ デ ナ デ
浅黄橙
淡黄

白
黄

灰
淡 褐色粒、半透明光沢粒

土i爾器 SA21
ヨヨナデ
タテカ輌ロンヽケロ
スス備

ヨヨナデ
斜方向のハケロ
炭化物付着

にぶい橙
浅黄橙

にぶい橙 赤褐色粒、灰色粒、半透明の光沢粒

l∝ 土師器 SA21 鱗方向のハケロ
ヨコナデ

ナデ

炭化物付着
浅黄橙 浅黄橙

粒
粒

色
沢

褐
光

赤褐色粒、半透明・黒色

土師器 静
裾

SA21
ヨコナデ
透 し

ナ デ
淡黄
浅黄橙

浅黄橙
褐色・赤褐色・灰色粒、半透明の光
沢粒、黒色光沢粒

168 土師器 甕
耕

SA22 m.2 る.3

タテナデ

指頭痕
スス付着

ヨコナデ

指頭痕
黒斑

淡黄
にぶい黄橙
にぶい黄褐

淡黄
浅黄橙

にぶい黄褐

灰
粒

・
沢

黒
光

・褐色の粒、半透明・黒の

土師器 SA22
ナデ」iハケロ噺
ナススス備

ナデ上げ
炭化物付着
ナデ

浅黄 浅黄橙
灰褐色・褐灰・褐色・黒・灰自の粒、
半透明の光沢粒

土師器 SA22
ヨコナ7~iナ デ上|ス

タテ・斜助向のハケロ
後ナススス付着

ナ デ 浅黄 浅黄橙
褐色・灰・灰褐色の粒、透明・半透

明の光沢粒

土師器
高杯
杯部

SA22 (181

日縁部…浅い凹
ガ静瑚わミナ岸ヤ

勘mミナルト
籍方向のミガキ 橙 橙

灰褐色・灰・褐色の粒、透明・黒
の光沢粒

土師器
杯
部

高
脚

SA22 ナ デ ナ デ 浅黄橙
浅黄橙
灰黄

黒・透明の光沢粒、褐色・灰褐色
の粒、徴細な砂粒

土師器 鉢 SA22
タテ余ウ賦秒 囃
ミな ガ
帥 億駆

炭化物、指頭痕
斜方向のハケロ
ナデ

にぶい黄橙
褐

浅黄橙
にぶい黄橙

灰褐

褐色・褐灰・黒の粒、黒・透明の

光沢粒

174 土師器 甕 SA25 6

ナテヨコナデ
■部ケズリ、指頭痕
スス備

ヨコナス 珈 、
1調醐 卜 酬
駿

浅黄橙 灰 白
赤褐色・褐色・褐灰・灰褐色、透

明・半透明・黒の光沢粒

土師器 甕 SA25 僻.D
ヨコナデ
ー部黒変

r a-l-+
et)ffit$ll

にぶい黄橙
灰褐

にぶい黄橙
灰褐色・褐色の粒、黒・透明の光
沢粒

176 土師器 一亜 SA25 1421

タテ方前のミ着

織 ヨコチ詢つヨキ

糠

ヨコ加 のミガキ
ナス麟

にぶい黄橙
にぶい褐

にぶい橙 褐色の粒、微細な乳白色の粒

土師器
士
亜

SA25 141 ミガキ
ナデ
指頭痕

にぶい褐
黒褐

黄
灰

灰
褐

黒い透明の光沢粒、乳白色・黒・褐
色の粒

土師器
十
霊

SA25 ミガキ
ヨコナデ

指頭痕
にぶい橙 明褐灰

褐色・褐灰・灰色の粒、半透明
透明・黒の光沢粒

土師器
鉢

ツ
プ SA25 (271

ナデ
ー部黒変

ナ デ

にぶい褐
にぶい橙

にぶい黄橙

にぶい橙
にぶい黄橙

灰・灰白・褐色の粒、黒・半透明・透明
の光沢粒

[80 土師器 甕 SA27 偽0 に31 極め

タテ方向のナデ
ー部ハケ日
スス付着

ナデ、指頭痕
炭化物付着

にぶい黄橙
淡黄

淡黄
にぶい褐

褐色・灰・褐色の粒、赤褐色の粒

±lT器 甕 SA27 俊0 161 キ
痕

デ
ガ
頭

ナ
ミ
指

ナデ
黒斑

浅黄橙
淡橙

淡黄
浅黄橙

褐色・灰色の粒、黒・赤褐色の粒
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第 8表 前畑遺跡出土土器観察表 (8)
”
川
鯖

種別 器種
出土

地 点

法 量 (cm) lJ3 整 色 調
胎 土 備  考

口径 底径 一ｏ同
器 外  面 内  面 外  面 内  面

182 土師器
猾

SA27 櫛描波状文
ナデ

ヨコナデ 明黄褐 明黄褐 灰自の粒、黒・灰色の粒

183 J喘 鉢
口縁剖

SA27 櫛描波状文
ナデ

デ
変

ナ
黒 橙

浅黄橙
灰黄褐

赤褐色の粒

184 土師器 鉢
1縁～底:

SA27 ナデ
鉢 に据

“

ヒ知味
ナデ
炭化物付着

橙
褐

黄
黄

浅
灰

にぶい橙
浅黄橙

灰褐色・褐色の粒、黒・褐色の粒

1% 土師器 ミニチェアSA27 手捏ね 手捏ね にぶい黄橙 にぶい黄橙 褐色の粒、灰色の粒

186 土師器 ミニチュアSA27 仏71 手握ね 手捏ね
黄
黄

淡
灰 淡黄

灰色の粒・半透明・黒の光沢粒 、
褐色・乳白色の粒

土師器
ミニチェア
鬱

SA27 手捏ね 手捏ね 淡黄
にぶい黄橙

灰
褐

褐
黒 黒光沢粒、褐色の微細粒

[89 土師器
メ
部

力
頸 SA26 刻み目突帯

ミガキ
ヨヨナデ
タテ方向のナデ 浅黄橙

にぶい黄橙
灰黄褐

黒・灰褐・褐色の粒、黒・透明の光沢粒

190 上師器
ミニチュア
割

SA26 3% 手裡ね
黒斑

手握ね
黄
灰

浅
黄

浅黄橙
淡黄

褐色・灰色の粒、透明の光沢粒

土師為爾 SA28 140
ヨヨナデ
粗なミガキ、ナデ

夕λヨコ,いoリ ラ
ナデ にぶい橙 にぶい橙 灰褐色・灰白の粒、黒い光沢粒

土師器 鉢 SA28 (281
ヨコナデ、ナデ
褥描波状文

ヨコナデ
ナデ 黄橙 黄 橙 黒・透明光沢粒、灰白・乳白色の粒

194 土師器
ミニチュア
割

SA28 手捏ね 手捏ね 淡黄 浅黄橙 褐色・黒の粒、半透 llBの 光沢粒

±1市器
ミニチュア
割

SA28 手捏ね 手捏ね 灰黄褐 黒褐 灰自の粒、透明の光沢粒

196 土師器 SA29 スス付着、ナデ
指頭痕、あげ底

スス付着、ナデ
ヨコナス 翻

浅黄橙
にぶい黄橙

淡黄、灰白
にぶい黄橙

灰褐色・灰白・灰色の粒、褐色・褐
灰の粒

土師器 SA29 3% ナデ、黒斑 ナ デ
浅黄橙

にぶい黄橙
浅黄橙

褐色・灰褐色・黒・灰色の粒、黒
透明・半透明の光沢粒

焼成前
底部穿子し

198 土師器 壺
醜

SA29
ヨヨナスヘラI輿こ
よるタテ方向のナデ

ナ デ
浅黄橙

にぶい黄橙
浅黄橙 精良 微細な黒い粒

土lT器 甕
醜

SA30 ナ デ ナ デ
にぶい橙

にぶい赤褐
橙

半透明粒、金色の光沢粒、黒・褐
色・乳自色粒

土師器 SA30 ナ デ
痕

デ
頭

ナ
指

明黄褐
黄橙

にぶい黄橙
黒・灰・褐色粒、半透明・黒 の光
沢粒

り] 土師器 SA33 ナ デ ナ デ 浅黄橙
淡黄

にぶい黄橙
黒・褐色・灰色の粒、半透明の光沢粒

土lT器 甕 SA38 27.7

ナデ
ハケロ
スス付着

ハケロ
黒斑 にぶい黄橙 にぶい橙

赤褐・灰褐色粒、乳白色・透明光
沢粒

翻 土師器 舞
]縁～隔1

SA38 (■ 9 タタキ
ハケロ
ナデ

にぶい褐
灰褐

にぶい黄橙
褐灰、黄褐

灰白・黒・褐色粒、半透明の光沢粒

翻 土師器 甕
コ縁～撥|

SA38 風化
スス付着

ナ デ 淡黄
黄
黄

淡
浅 褐・灰・黒色粒、半透明の光沢粒

土師器 部
嘲

SA38 L6
ハケロ
ヨコナデ

ハケロ
ヨコナデ 橙 橙 精良

lX3 土師器 高杯
脚部

SA38 ∽ ナ デ ナ デ 淡黄 浅黄橙 褐・黒・灰色粒、黒の透明光沢粒

lD7 ±lI器 甕
醜

SA40 ナデ
刻み目突帯

ナ デ
浅黄橙
淡黄

淡黄
にぶい橙

褐色・黒色粒、半透明・黒の光沢粒

疑 土師器壺
聯

SA40 ヨコナデ ナデ
櫛描波状文

浅黄橙 浅黄橙 褐・灰褐色粒
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第 9表 前畑遺跡出土土器観察表 (9)

嘱
幌
請

種別 器種
出 土

地 点

法 量 (oll) 調 整 色 調
土 備  考

口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

翡 土師器 高杯 SA40 鰍8

ケ
デ
孔

ハ
ナ
穿

ミガキ
ナデ
黒斑

浅黄橙 浅黄橙
灰・黒・褐色粒、透明・半透明の

光沢粒

土師器
高杯
杯部

SA40 キ

デ

ガ

斑

ナ

ミ
里
¨

キ

デ

ガ

ナ

ミ

にぶい褐
灰褐

浅黄橙
灰褐

にぶい褐

赤褐色粒、黒の透明・半透明の光

沢粒

土師器
杯
部

高
杯

SA40 機0
ヨコナデ
ハケロ 風化

にぶい褐
淡黄

にぶい橙

淡黄
にぶい褐

灰・灰白・赤褐色粒、透明・半透

明の光沢粒

土師器
杯
部

高
杯

SA40 餌0
/\, H
)-7 ナ デ

淡黄
にぶい黄橙

淡黄
浅黄橙

灰・黒・褐色粒、黒の光沢粒 、半
透明光沢粒

土師器
杯
部

高
脚

SA40
ハケロ
穿

=L

ナデ
ハケロ 褐

檄
褐
褐

灰
黒

黒・灰・褐色粒、黒の透明・半透

明の光沢粒

±lT器
ミ_チュア
鶴

SCl 手捏ね 手握ね 淡黄
黄
灰

淡
褐

・
粒

灰
沢

褐色粒、透明光沢粒、黒色光

6 土師器 SC3 00
ナデ
ハケロ
スス付着

ナデ
ハケロ
指頭痕

淡黄
黒褐

にぶい黄橙
浅黄橙

灰色粒、赤褐色粒、半透明光沢粒、黒色

光沢粒

青 磁 碗
聯

SA3 貫入 貫 入 明オリープ灰 明オリープ灰 精 良

青磁 碗
醜

3A3上 灰 白 灰 白 精 良

青磁
碗
Л台音5

SA3 貫 入 貫入
黄褐

オリープ褐
黄褐

オリーブ褐
精 良

220 白磁 皿
醐

SA3 高台露胎 白 白 精 良

〕田 縄 文 酵
醐

SC16 鰤0 ナ デ ヨコナデ 橙
剛

橙
にぶい褐

赤褐・黒・黄色粒、透明・黒光沢粒

〕別 縄文
標鉢

]縁～隔:

SC16 b.0
ナデ
刻み目突帯

ナ デ
灰褐

にぶい橙
橙
檄

赤褐色粒、透明光沢粒

獅 縄文
鉢
部

深
底

SC16 ナ デ
ナデ
炭化物

橙
明賞褐

灰黄褐
灰褐

褐・黒・乳白色粒、半透明光沢粒

〕26 縄文 浅鉢 SC16 餃 0
ナデ
ミガキ

キ

デ

ガ

斑

ナ

ミ
里
¨

橙
黄橙

灰黄褐
黄色粒、乳白色・黒色・赤褐色粒

縄文
浅鉢

コ縁～層:

SC16
ナデ
スス付着

ナ デ
橙
黒褐

にぶい褐 青褐色粒、半透明・黒色光沢粒

〕

"
土師器 皿 SEl ナデ

糸切 り底
ナ デ

橙
にぶい橙

橙 精 良

陶器 すり鉢 SEl ナ デ

ナデ
6条。1単位に
よる櫛状かき目

嚇
橙

橙
赫

乳白色粒、微細な半透明乳白色粒 備前

弼0 青磁 盤 SEl 施7Hl

高台内露胎
施釉 灰 白 黄灰 精 良

お1 青磁 碗 SEl 施翠:

高台内露胎
施釉 明縁灰 明縁灰 精 良

陶器 碗 SEl 脚
高台～高台露胎

施釉
蛇の目釉ハギ

にぶい黄橙 にぶい黄橙 精 良

青磁 碗 SEl 鰍
高台内一部露胎

施釉 オリーブ黄 オリープ黄 精 良

削 染付 llll SEl 底

釉

笥

鼈

碁
施釉
朱色の付着物

灰 白 灰 白 精 良

縄文
浅鉢
口縁

SA12 一節

文
突

列

ロ

デ

化

刻

ナ

ヨコナデ にぶい黄橙
黄
黄

灰
淡

透明光沢粒、灰 白色粒 、褐色粒・

黒色光沢粒

87 縄 文
鉢
縁

浅
口

表土
子L列 文
ナデ
スス付着

ナ デ
明褐灰
黒褐

褐灰
にぶい黄橙

灰白・褐色粒、微細な光沢粒
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第10表 前畑遺跡出土土器観察表 (10)

口
川
絣

種別 器種
出土

地 点

法 (面 ) 調 整 色 FJ3

土 備  考
口径 底径 器高 外  面 内  面 外  面 内  面

縄文
鉢
縁

浅
口

SA10 沈線
ヨコナデ

ヨコナデ 灰褐 にぶい赤褐
透明光沢粒、微細な乳白色・褐色
の粒

縄文
鉢
縁

浅
口

表土
ミガキ
ヨコ融

ミガキ
ヨコチ千フ

"想

僚文 灰褐 灰褐 精 良

覆 縄文
鉢
縁

浅
口

SA7 デ
線

ナ
沈

ナ デ
黄灰

にぶい黄橙
褐灰

褐色粒、半透明・黒色光沢粒、淡
黄色粒

弥生 甕
聯

表土
ミガキ
黒変

ミガキ 灰褐
黒褐・褐

褐
鞘

褐・赤褐・灰褐の粒、微細な透明
黒の光沢粒

弥 生 甕
螂

表土 ナ デ ナ デ 浅黄橙 浅黄橙 ・
粒

灰
沢

褐色・黒色の粒、半透明の光
焼成前底部穿孔

弥生 壷
醜

表土
ナデ

櫛描波状文
ナ デ 浅黄橙

黄

黄

淡

浅
褐色・乳白色粒、透明光沢粒、黒
色光沢粒

独 土師器
ミニチュア
祠

表土 ナ デ ナ デ 橙 橙
微細な灰白・黒の粒、透明・黒の

光沢粒

45 土師器
杯
部

高
脚 表土 ヘラミガキ ヨコナデ

浅黄橙
にぶい黄橙

浅黄橙
赤褐色・微細な黒・褐色粒、透明・

黒の光沢粒

青磁 碗 表土
釉
入

施
貫

釉
入

施
貫

オ リー ブ灰 オ リーブ灰 精良

47 青磁 碗 表土
胎姜路

デ

内

ナ

台
転
釉

高
回
施

施釉 灰 白 灰 白 精 良

148
青磁 盤 SA27

貫入・施釉
別個体付着
高台内露胎

釉

入

勉

貫 オ リー プ灰 オ リープ灰 精 良

陶器 表土
施釉
口唇部露胎

施釉
ヨコナデ

褐 褐
半透明の光沢粒、微細な黒 ・褐色
の粒

〕田 瓦器 浅鉢 SA34 施nll

押型文

釉

デ

施
ナ

灰 白 黄灰 精良

第11表 前燿遺跡出土石器・土錘観察表

イアウト
番号

出土
地点

器 種
最大長

(cln)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

量
＞

重
＜ 石 材 備 考

SA6 尖頭状石器 ll.1

両側縁に加工が見られる。
スクレイパー絋義の)か ?

SA13 錐
鏃

石
石 υ.3)

SA14 石 包 丁 89.4
未貫通穿孔
両端快 り

SA15 のみ状石器

SA18 砥 石 92.9

SA27 石 包 丁 33.4 2孔両面穿孔

SA28 石 包 丁 25.7 2孔両面穿孔

SA40 石 包 丁

遺構外 尖頭状石器
磨製石器 (石斧か?)の欠
損品を2次加工したもの

SA7 土 錘 (2.1) (1.8) (1.8)
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図版 1

前 畑 遺 跡

完 掘 状 態

遺構検 出状況
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図版 2

前 畑 遺 跡

空 中写真 (1)

空 中 写 真 (2)

- 304



図版 3

空 中写 真 (3)

空 中写真

“

)

―-305-―



図版 4

SA2

纂二:酵111

SA4
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図版 5

SA5土 器出土状況

SA7
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図版 6

S All

S A12
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図版 7

S A14

S A19

―-309-―



図版 8

S A21 042

S A22

―-310-―



図版 9

S A25

S A27
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図版10

S A29

S A38

―-312-一



図版11

窪願
|.11部ギ諄

:ぽ「
■

妻轟 |

::FI幡
憫

慇
蝙 :

S A17

S A43

-313-



図版12

1轟

11ギ

SEl土 層断面

SEl硬 化面

-314-



図版13

・
=■

曖

SEl「司1犬遅罰1髯

SE2

―-315-一



図版14

‐躙‐莉

SAl・ 2

出 土 土 器

SA4出 土土器

一韓

―-316-―

SA5出 土土器(1)



図版15

驀

SA5出 土土器 (2)

SA5出 土土器 (3)

SA5出 土土器 (4)

一-317-一



図版16

SA6出 土土器

SA7出 土土器

SA8出 土土器

1群
¬
=

伴
鍮

―-318-―



図版17

SA9出 土土器

S A10・ 11出土土器

S All出土土器

ｉ一〓い
ヽ

魃 隋 隧

-319-―



図版18

蝙鰊

S A12出土土器

S A13出土土器

S A14出土土器

―-320-―



図版19

S A15出土土器

S A16・ 18・ 19

出 土 土 器

S A20021

出土 土 器

欲

一-321-―



図版20

莉隕
S A22出土土器

S A25出土土器

S A27出土土器

一群

一一̈一一̈

―-322-―



図版21

S A26・ 28029

出 土 土 器

S A30033・ 38

出 土 土 器

S A40出土土器

―-323-一



図版22

翡

1等:薦

住居跡 出土

石庖丁 (表)

住居跡出土

石庖丁 (裏 )

SA103、 SA3

出 土 遺 物

―-324-―



図版23

SEl出土

遺 物 (外 )

SAl出土

遺 物 (内 )

S C16出土

縄文土椒 1)

鶉 ●

―-325-―



図版24

S A16出土

縄文土認 2)

遺構外出土

縄 文 土 器

遺構外出土

弥 生 土器

―-326-―



図版25

遺構外出土

陶磁器 (外 )

遺構外出土

陶磁器 (内 )

前畑遺跡

出土銭貨 (表)

前畑遺跡

出土銭貨 (裏 )

―-327-―



図版26

S A160 S A13

S A150 S A18

遺構外

出土石器

上大五郎遺跡

SDl

上大五農Б遺跡

SDl出土銭貨

蝙0時隋畿

―-328-―



儡 6蟷 臨 警絣   一丸谷地区遺跡群の変遷一

丸谷地区ほ場整備事業に伴い、平成 3年度から5年度にかけて中大五郎第 1遺跡 。中大五郎

第 2遺跡 。本池遺跡 。上大五郎遺跡0。 前畑遺跡の 5遺跡の発掘調査が行われた。また、ほ場整

備事業に並行 して行われた河川改修事業では、宮崎県教育委員会により下大五郎遺跡 。下川原

遺跡 。谷ノロ遺跡 。渡り口遺跡の4遺跡が発掘調査されている②。前畑遺跡に隣接する山ノ田第

1遺跡(0は 、平成 6年度に県道改良工事に伴って宮崎県教育委員会により調査されている。これ

ら一連の九谷地区遺跡群の調査によりこの地域の歴史の一隅が明らかになってきた。ここでは、

各遺跡の調査成果に基づいて丸谷地区遺跡群の変遷について簡単に触れておきたい。

丸谷地区遺跡群において縄文時代の遺構 。遺物は、本池遺跡と前畑遺跡で見られた。本池遺

跡B区包含層から松山式 。指宿式 。市来式といった後期の土器が出土した。前畑遺跡では、土

坑 1基が検出され、後期の土器が出土している。両遺跡ともに現河川からの比高差10m程度の

低位段丘縁に立地している。後期以降の人の動きが僅かに見られるものの、他遺跡からは何 ら

の遺構 。遺物も検出されていない。中期以前の遺構 。遺物については、厚 く堆積 した御池ボラ

層の下となるため、ほ場整備という事業の性格上調査例が無 く不明である。周辺遺跡を見渡す

と、九谷第一遺跡0で は後期の包含層が確認されている。屏風谷第 1遺跡働では早期の集石遺構

と土器、石器、晩期の土器類が出土している。堂山遺跡(0で は早期の土坑、集石遺構、配石遺構、

土器や石器が出土している。いずれの遺跡も、丸谷地区遺跡群に比して標高が20～ 30m高い台

地や丘陵上に立地している。縄文時代の人間活動の中心が低位段丘上ではなく、比較的高位の

台地や丘陵上であったものと推定される。

弥生時代中期以降、丸谷地区では多くの遺跡が展開する。本池遺跡からは中期から後期にか

けての土器群が出土している。須玖式土器や亀の甲タイプの土器など他地域 との交流を示すも

のに加え、分厚い器壁に多条の突帯を持つ粗製の甕など極めて在地的な土器が見られる。上大

五郎遺跡では、中期末～後期初頭 2基 と古墳時代初頭 1基 の計 3基 の竪穴住居が検出された。

各遺構間は数10mの距離があり散発的な分布状況を示している。中大五郎第 1・ 第 2遺跡、下

大五郎遺跡では後期後半の集落が調査されている。中大五郎第 1・ 第 2遺跡は、竪穴住居、周

溝状遺構、掘建柱建物から構成されるが、ほとんどの遺構は互いの距離を十分に保っており、

切 り合いや同時存在の可能性を否定する近接した検出状況を示すものは少ない。出土 した土器

からも明確な時期差を指摘し得ず、極めて短期間に営まれた単発的な集落であったことがうか

がわれる。下大五郎遺跡は、竪穴住居12基 、掘建柱建物 2棟から構成される。いずれの遺構 も

他遺構との距離を十分に保っており、中大五郎第 1。 第 2遺跡と同じく短期間に営まれた集落

と推定される。また、この 3遺跡で検出された竪穴住居の約半数はいわゆる花弁状住居であっ

たことも特徴の一つである。 3遺跡ともに丸谷川右岸で川に向かって張 り出した低位段丘縁に

立地する。これらの遺跡に対し、竪穴住居が密集し切 り合いを見せる集落が前畑遺跡と山ノ田

第 1遺跡で調査されている。前畑遺跡では27基のうち11基が花弁状住居であり、花弁状住居同
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志の切 り合いなど他遺跡では例の無い検出状況を示 していた。山ノ田第 1遺跡では、 12基の住

居のうち花弁状住居 2基 を含む 8基が密集 して検出された。両遺跡は丸谷川左岸の低位段丘上

に立地 し、前述 3遺跡からは約 lb下流となる。出土土器から弥生時代末から古墳時代前期前

半の年代が与えられる。弥生時代中期末から後期後半の時期の集落が、単発的に出現 している

のに対 し、弥生時代末から古墳時代前期にかけての時期には継続的な集落が営まれている。

歴史時代に入ると、本池遺跡において掘建柱建物群 (7棟)が検出され、 9世紀後半から10

世紀を中心とする時期の大量の遺物群が出土 している。土師質の杯、碗類には底部外面や体部

外面に墨書を持つものが11点見 られた。大量の須恵器、布痕土器 (製塩や塩の運搬 に関わるも

のと推定される。)や輸入陶磁器の存在は、比較的有力な集団の存在を想定 し得よう。

隣接する上大五郎遺跡では、15世紀後半から16世紀にかけての館跡が調査 された。 2条 の溝

で段丘縁を長方形に区画 し、内部には主殿的建物を伴う23棟の掘建柱建物群が検出された。 3

期に分類され、館の成立から解体 までの過程 を追 うことができる。 また、 『荘内地理志』巻

八十人によると付近に「丸谷某屋敷」という館が存在したことが知られる。南九州社会の政治

的不安定を、丸谷地区の遺跡を通しても読み取ることができるのである。

下川原遺跡、谷ノロ遺跡、渡り口遺跡は、丸谷川に面した低地であり、中世以降の水田跡や

島畑跡が検出 。確認されている。集落遺跡ばかりでなく、こうした生産遺跡をも含めた検討に

より、村落としての地域の発達を理解し得るものと考えている。

一連の丸谷地区遺跡群の調査により得られた情報は計り知れないものがある。断片的ではあ

るにせよ、ある程度まとまった地域としての歴史像が垣FEl見 られたのである。 しかし、発掘調

査段階から整理作業に至るまでの中に多くの不備があったことは否めず、引き出すことができ

ず見落としてきた多くの情報があったものと思われる。広大な調査面積のため現場での取捨選

択を余儀なくされ、整理作業の時間的制約の中で全ての遺構 。遺物に対 しての綿密な分析検討

が行えなかった。貴重な情報を残して消えていった遺跡のために、その場に立ち会った者の責

務として、また、霧島おろしの寒風の中、発掘作業に協力頂いた地元の方々の熱意に応えるた

めに、今後もより多くの情報を引き出し公表する努力を続けていきたい。
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フ リ ガ ナ

所 収 遺 跡 名

フ リ ガ ナ

所 在 地
緯 東 経 調 査 期 間

調査面積

(ぽ )

調査原因

ナカダイゴロウダイ1

中大五郎 第 1

ミヤコノジョウシマルタニチョウ

都城市 丸谷 町

オオアザナカダイゴロウ

大字 中大五 郎

3∫ 4g5r
付近

13∫ イ3/

付近

1991,10,23

1992, 2, 2

3,000rピ 農業関連

種  別 主  な 時 代 主  な 遺  構 主  な 遺 物 特 記 事 項

集  落 弥生時代 竪穴住居

周溝状遺構

掘建柱建物

土坑

弥生土器 花弁状住居  3基



フ リ ガ ナ

遺  跡  名

フ リ ガ ナ

所  在  地
緯 東   経 調 査 期 間

調査面積

(ピ )

調査原因

ナカダイゴロウダイ2

中大五 郎 第 2

都 城市 丸谷 町

大字 中大五 郎

3∫ 4g5r
付近

13∫ イ3/

付近

1991,10,23

1992, 2, 2

6,000ri 農業関連

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記  事 項

集 落 弥生時代

中世

竪穴住居

周溝状遺構

掘建柱建物

土坑

弥生土器

土師質土器

陶磁器

花弁状住居 2基
棟特柱掘建柱建物

1棟

モ トイケ

本 池 遺 跡

都城市 丸谷 町

大字 上大五 郎

3∫ 4g5ゞ

付近

13∫ イ r
付近

1992,10, 5

1993, 1,29

8,000rピ 農業関連

集 落 縄文時代

弥生時代

中世

竪穴状遺構  3
掘建柱建物  16
土坑     12

'毒

         l

縄文土器、 弥生

土器 、 須 恵 器 、

土師質土器、 布

痕土器、輸 入陶

磁器、石器

墨書土器  11点
線刻土器  1点

マエハ タ

前 畑 遺 跡

都城市 丸谷 町

大字

3∫ 4g3/
付近

13∫ 52/
付近
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1994, 3, 2

4,000rぽ 農業関連
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館跡
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溝状遺構   4
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ピット   多数

弥生土器、土師器

土師質土器

陶磁器

花弁状住居11基

溝状遺構により区画

された館跡 1区画



群跡

跡
跡
跡
跡

泣瑾
泣瑾

地
醐
慮
池
畑

大
大

谷

中
中
本
前

丸

都城市文化財調査報告書第34集

丸谷地区県営 ほ場整備事業 に伴 う

埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 報 告 書 (2)

1996イF3月

発行 宮崎県都城市教育委員会
宮崎県都城市姫城町 6街 区21号

印刷  船 み や こ 印 刷

宮崎県都城市大王町51-22


